
５．教員の論文・発表・受賞 

５－１．行動学系 

５－１－１．人間行動学 

人間行動学 森川  和則 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

An upward surface appears darker: An 

effect of the light-from-above prior on 

lightness perception 

Kobayashi, Y., 

Morikawa, K. 
201808 

European Conference on Visual 

Perception 

会議報告 

/口頭発表 
面の向きによる明度知覚への効果 小林勇輝, 森川和則 201809 日本心理学会第 82回大会 

会議報告 

/口頭発表 
髪色が顔幅の知覚に及ぼす効果 

丸見友香, 小林勇輝, 

富田瑛智, 森川和則 
201809 第 23回日本顔学会大会 

会議報告 

/口頭発表 

化粧顔，下から見るか？横から見るか？
──アイシャドウによる目の過大視錯視の
視点非依存性── 

武藤 拓之, 井手 麻由, 

富田 瑛智, 森川 和則 
201809 

第 46回 Young Perceptionists' Seminar 

(YPS2018) 

会議報告 

/口頭発表 

空間的視点取得能力を測定するコンピュ
ータ化テスト──ラインマップテストの開
発とその信頼性・妥当性の検証── 

武藤 拓之, 森川 和則 201809 日本認知心理学会第 16回大会発表論文集 

会議報告 

/口頭発表 

耳の心的回転──異同判断と左右判断の比
較── 

武藤 拓之, 森川 和則 201903 
Technical Report on Attention and 

Cognition (2019)No. 16 

学術論文 
髪の艶から受ける印象の心理学的要因分

析 

青池広樹, 渕上幾太郎, 

上條洋士, 細川博史, 

松下戦具, 森川和則 

201806 
日本化粧品技術者会誌 Vol.52、No.2、

pp.105-110 

学術論文 

“Glowing gray” does exist: Luminance 

gradients’ influence on whiteness 

perception 

Yuki Kobayashi, 

Soyogu Matsushita, 

Kazunori Morikawa 

201807 Perceptionvol.47, pp.772-779 

学術論文 
ポイントメイク化粧視覚効果測定への心
理物理学的方法の応用 

森川 和則 201807 
最新・化粧品開発のための美容理論、処方
／製剤、機能評価の実際 pp.262-269 

学術論文 

“Glowing gray” does exist: Luminance 

gradients’ influence on whiteness 

perception 

Kobayashi. Y., 

Matsushita. S., 

Morikawa. K. 

201807 Perception47巻 7号 772-779 

国際会議 

（procなし） 

Eye size illusion caused by eye shadow is 

independent of face orientation 

Hiroyuki Muto, Mayu 
Ide, Akitoshi Tomita, 
Kazunori Morikawa 

201807 
The 14th Asia Pacific Conference on 

Vision 

国際会議 

（procなし） 

Mental rotation of ears: Which type of 

transformation is elicited by left/right 

judgements of unmovable body parts? 

Hiroyuki Muto, 

Kazunori Morikawa 
201809 Cognitive Processing19 

大学・研究所 

等の報告 
上向きの面は暗く見える 小林勇輝, 森川和則 201809 Young Perceptionists' Seminar 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 第 15回優秀発表賞「総合性評価部門」 
武藤 拓之, 松下 戦具, 

森川 和則 
201809 日本認知心理学会 

 

人間行動学 入戸野 宏 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

一般著書 
シリーズ人間科学『感じる』「異文化を感
じる」 

孫 美幸 201903 大阪大学出版会 

解説・総説 「かわいい」と心理学 入戸野 宏 201809 「かわいい」と建築 223-229 

学術論文 

A concealment-specific frontal negative 
slow wave is generated from the right 
prefrontal cortex in the Concealed 
Information Test 

Matsuda I, Nittono H 201805 Biological Psychology135 p194-203 

学術論文 
インストルメントパネルのデザインが車
載機器の視認性・操作性に及ぼす影響 

藤原由貴,吉田誠,貝野
彰,星野陽子,岩下洋平,

山本康典,入戸野 宏 

201812 認知科学 25 4巻 p411-420 

学術論文 
自由選択課題におけるポストディクショ
ンの再検討 

水原啓太,武藤拓之,入
戸野 宏 

201902 認知心理学研究 

国際会議 

（procあり） 

Approach-avoidance responses to curved 

vs. angular objects: A facial EMG study 

Yagi Y, Tomita A, 

Nittono H 
201809 

International Journal of 

Psychophysiology 131S, S176-S177 

国際会議 

（procあり） 

Effects of induced mood on single-word 

imagery processing: An ERP study 
Ogawa Y, Nittono H 201809 

International Journal of 

Psychophysiology 131S, S135 

国際会議 

（procあり） 

Frontal slow wave asymmetry and the 

concealment of crime-related recognition 
Matsuda I, Nittono H 201809 

International Journal of 

Psychophysiology 131S, S39 

国際会議 

（procあり） 

Late positive potential (LPP) or slow 
wave (SW)? Revisiting slow cortical 
potentials after the P3 component 

Nittono H, Matsuda I 201809 
International Journal of 

Psychophysiology 131S, S15 



 

人間行動学 富田 瑛智 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

接近―回避動機づけを測る潜在連合テスト
（IAT）の比較 

八木 佑都, 富田 瑛智, 

入戸野 宏 
201809 日本認知心理学会第 16回大会発表論文集 

会議報告 

/口頭発表 
髪色が顔幅の知覚に及ぼす効果 

丸見友香, 小林勇輝, 

富田瑛智, 森川和則 
201809 第 23回日本顔学会大会 

会議報告 

/口頭発表 

化粧顔，下から見るか？横から見るか？

──アイシャドウによる目の過大視錯視の
視点非依存性── 

武藤 拓之, 井手 麻由, 

富田 瑛智, 森川 和則 
201809 

第 46回 Young Perceptionists' Seminar 

(YPS2018) 

国際会議 

（procあり） 

Approach-avoidance responses to curved 

vs. angular objects: A facial EMG study 

Yagi Y, Tomita A, 

Nittono H 
201809 

International Journal of 

Psychophysiology 131S, S176-S177 

国際会議 

（procなし） 

Eye size illusion caused by eye shadow is 

independent of face orientation 

Hiroyuki Muto, Mayu 

Ide, Akitoshi Tomita, 

Kazunori Morikawa 

201807 
The 14th Asia Pacific Conference on 

Vision 

 

人間行動学 篠原 一光 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

横断歩道における音響信号の提示高さが
視覚障がい者の横断歩行に与える影響 

篠原一光,北村昭彦,兼
崎暁美,柳原崇男 

201806 第 59回人間工学会大会発表論文集 2C4-1 

会議報告 

/口頭発表 

視覚的作業支援情報の操作対象物に対す
る追従提示の効果の検討 

藤原悠史,篠原一光,北
村昭彦,佐々木誠 

201806 人間工学会第 59回大会発表論文集 2G1-2 

会議報告 

/口頭発表 

後方空間における奥行き注意移動ー現実
空間と鏡空間の比較－ 

木村貴彦,篠原一光,北
村昭彦,紀ノ定保礼 

201809 
日本認知心理学会第 16回大会発表論文集 

pP2-050 

会議報告 

/口頭発表 

運転支援システムの導入が「周囲」道路利

用者のリスク回避行動に及ぼす影響 初
心者ドライバーにおける検討 

紀ノ定保礼,小林隆史,

篠原一光 
201809 

日本心理学会第 82回大会発表論文集 

1PM-114 

会議報告 

/口頭発表 

照明の色温度がスマートフォンに対する
注意に及ぼす影響 

劉文娟,北村昭彦,篠原
一光 

201809 
日本心理学会第 82回大会発表論文集 

1AM-069 

会議報告 

/口頭発表 

周辺視野の映像によって引き起こされる
わずらわしさを反映する行動指標の研究 

藤原厚志, 篠原一光, 

北村昭彦, 村瀬文彦, 

内藤宏 

201812 
平成 30年度日本人間工学会関西支部大会
講演論文集 58-61 

会議報告 

/口頭発表 
高い天井は創造性を促進するか？ 

劉美加, 北村明彦, 篠
原一光 

201812 
平成 30年度日本人間工学会関西支部大会
講演論文集 56-57 

会議報告 

/口頭発表 

スマートフォンの存在が課題パフォーマ

ンスと有効視野に与える影響 

劉文娟, 北村昭彦, 篠

原一光 
201903 

第 17回注意と認知研究会合宿研究会予稿 

No.17 

会議報告 

/口頭発表 

拡張現実使用時の変化の見落としにおけ

る妨害刺激の特徴の影響 －両眼・単眼提
示の比較－ 

北村昭彦, 篠原一光 201903 
第 17回注意と認知研究会合宿研究会予稿 

No.13 

会議報告 

/口頭発表 

スマートフォンの存在が有効視野に及ぼ

す影響 

劉文娟,北村昭彦,篠原

一光 
201903 

シンポジウムモバイル'19研究論文集 

79-84 

解説・総説 

特集「車、運転あるいはモビリティをめぐ

る認知科学」をめぐって：モビリティに関
わる人工物と認知科学 

原田悦子,須藤智,篠原
一光,新垣紀子 

201809 認知科学 25,3,238-242 

解説・総説 
交通行動・交通安全に影響を及ぼす心理・

行動特性 
篠原一光,森泉慎吾 201812 交通科学 49,1,1-2 

学術論文 
住民健康診断を利用した中高年の運転者

における運転行動と認知的要因の関連性 

木村貴彦,篠原一光,八

田武志,長谷川幸治 
201812 交通科学 49,1,41-48 

学術論文 
自動車ペダル操作時の足の位置と動きの
特性とペダル踏み違いの経験 

篠原一光, 木村貴彦 201812 交通科学 49, 1, 33-40 

国際会議 

（procあり） 

Superiority of Monocular Augmented 

Reality when Continuous Viewing is 

Required 

Akihiko Kitamura, 

Yasunori Kinosada, 

Takahiko Kimura, 

Kazumitsu Shinohara, 

Takashi Sasaki, 

Haruhiko Okumura, 

Aira Hotta 

201805 
SID Symposium Digest of Technical 

Papers 49, 1, 721-724 

専門著書 ヒューマンエラーの理論と対策 篠原一光 201805 株式会社エヌ・ティー・エス (111-126) 

専門著書 シリーズ人間科学２ 助ける 篠原一光 201903 大阪大学出版会 (139-163) 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 最優秀研究発表奨励賞 
藤原悠史, 篠原一光, 

北村昭彦, 佐々木誠 
201812 日本人間工学会 

受賞 田村博研究奨励賞優秀賞 
劉文娟, 北村昭彦, 篠

原一光 
201903 特定非営利活動法人モバイル学会 

 

 



人間行動学 北村 昭彦 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

横断歩道における音響信号の提示高さが
視覚障がい者の横断歩行に与える影響 

篠原一光,北村昭彦,兼
崎暁美,柳原崇男 

201806 第 59回人間工学会大会発表論文集 2C4-1 

会議報告 

/口頭発表 

視覚的作業支援情報の操作対象物に対す
る追従提示の効果の検討 

藤原悠史,篠原一光,北
村昭彦,佐々木誠 

201806 人間工学会第 59回大会発表論文集 2G1-2 

会議報告 

/口頭発表 

後方空間における奥行き注意移動ー現実

空間と鏡空間の比較－ 

木村貴彦,篠原一光,北

村昭彦,紀ノ定保礼 
201809 

日本認知心理学会第 16回大会発表論文集 

pP2-050 

会議報告 

/口頭発表 

照明の色温度がスマートフォンに対する

注意に及ぼす影響 

劉文娟,北村昭彦,篠原

一光 
201809 

日本心理学会第 82回大会発表論文集 

1AM-069 

会議報告 

/口頭発表 

周辺視野の映像によって引き起こされる
わずらわしさを反映する行動指標の研究 

藤原厚志, 篠原一光, 

北村昭彦, 村瀬文彦, 

内藤宏 

201812 
平成 30年度日本人間工学会関西支部大会
講演論文集 58-61 

会議報告 

/口頭発表 
高い天井は創造性を促進するか？ 

劉美加, 北村明彦, 篠

原一光 
201812 

平成 30年度日本人間工学会関西支部大会

講演論文集 56-57 

会議報告 

/口頭発表 

スマートフォンの存在が課題パフォーマ
ンスと有効視野に与える影響 

劉文娟, 北村昭彦, 篠
原一光 

201903 
第 17回注意と認知研究会合宿研究会予稿 

No.17 

会議報告 

/口頭発表 

拡張現実使用時の変化の見落としにおけ
る妨害刺激の特徴の影響 －両眼・単眼提

示の比較－ 

北村昭彦, 篠原一光 201903 
第 17回注意と認知研究会合宿研究会予稿 

No.13 

会議報告 

/口頭発表 

スマートフォンの存在が有効視野に及ぼ
す影響 

劉文娟,北村昭彦,篠原
一光 

201903 
シンポジウムモバイル'19研究論文集 

79-84 

国際会議 

（procあり） 

Superiority of Monocular Augmented 

Reality when Continuous Viewing is 

Required 

Akihiko Kitamura, 

Yasunori Kinosada, 

Takahiko Kimura, 

Kazumitsu Shinohara, 

Takashi Sasaki, 

Haruhiko Okumura, 

Aira Hotta 

201805 
SID Symposium Digest of Technical 

Papers 49, 1, 721-724 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 最優秀研究発表奨励賞 
藤原悠史, 篠原一光, 

北村昭彦, 佐々木誠 
201812 日本人間工学会 

受賞 田村博研究奨励賞優秀賞 
劉文娟, 北村昭彦, 篠

原一光 
201903 特定非営利活動法人モバイル学会 

 

人間行動学 綿村 英一郎 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

一般著書 
シリーズ人間科学『感じる』「異文化を感

じる」 
孫 美幸 201903 大阪大学出版会 

会議報告 

/口頭発表 

Impact of mortality salience on 

pro-environmental behavior in Japan 

and China:  A cross-cultural study 

法 卉,綿村 英一郎,

釘原 直樹 
201809  

国際会議 

（procあり） 

The Power of Thanos: Examining the 

Impact of the Arbitrariness of Death on 

Cultural Worldviews in Japan 

法 卉,綿村 英一郎 201902 
Society for Personality and Social 

Psychology 2019 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 若手会員研究奨励賞 

大工泰裕,釘原 直樹,綿
村 英一郎,内田 遼介,

寺口 司 

201804 日本応用心理学会 

 

人間行動学 寺口 司 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 若手会員研究奨励賞 

大工泰裕,釘原 直樹,綿

村 英一郎,内田 遼介,

寺口 司 

201804 日本応用心理学会 

 

人間行動学 佐藤 眞一 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 
【大会企画シンポジウム】高齢者への地域

支援―医療・福祉・家族の立場から 

大場敏明・野﨑瑞樹・
竹内弘道・佐藤眞一・
荒木乳根子 

201811 日本老年行動科学会第 21回埼玉大会 

その他 

【公開シンポジウム話題提供】認知症ケア
において大切なこと：老年心理学からのア

プローチ 

佐藤眞一 201812 
日本心理学会公開シンポジウム「認知症医
療への心理学的貢献」 



論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 
高齢者のこころを理解して社会参加のア
プローチを 

佐藤眞一 201903 
『生き生きとした心豊かな長寿社会の構
築をめざして』 pp. 61-68. 

一般著書 
認知症の人の心の中はどうなっているの

か？ 
佐藤眞一 201812 光文社新書 

一般著書 
まいにちが、あっけらかん―高齢になった

母の気持ちと行動が納得できる心得帳― 

佐藤眞一監修・なとみ

みわ（マンガ） 
201902 つちや書店 

一般著書 ほんとうのトコロ、認知症ってなに？ 
山川みやえ・土岐博・
佐藤眞一 

201903 大阪大学出版会 

会議報告 

/口頭発表 

孤立予備軍の心理特性を予測する尺度の
検討及び居住形態・婚姻関係との関連―日

本語版 Preference for Solitude Scaleの検
討 ― 

豊島彩,佐藤眞一 201806 第 60回日本老年社会科学会大会 

会議報告 

/口頭発表 

【公開シンポジウム】認知症の理解と支援
―老年行動学からみた認知症― 

佐藤眞一 201806 

日本健康心理学会第 31回大会・日本ヒュ

ーマン・ケア心理学会第 20回大会（合同
大会） 

会議報告 

/口頭発表 

孤立予備軍の心理特性を予測する尺度の
検討及び居住形態・婚姻関係との関連―日
本語版．Preference for Solitude Scale の

検討― 

豊島彩・佐藤眞一 201806  

会議報告 

/口頭発表 
【基調講演】老年学と死生学をつなぐ 佐藤眞一 201806 第 60回日本老年社会科学会大会 

会議報告 

/口頭発表 

【ワークショップ話題提供】主観年齢と幸
福感 

佐藤眞一 201808 

大阪府「『いのち輝く未来社会』をめざす
ビジョン」推進のための「10歳若返り」

第 4回ワークショップ 

会議報告 

/口頭発表 

【公募シンポジウム】日本の定年の過去・
現在・未来 

佐藤眞一（企画者：片
桐恵子） 

201809 日本心理学会第 82回大会 

会議報告 

/口頭発表 

【公募シンポジウム】ライフスタイルと高
齢期の脳の働き 

佐藤眞一（企画者：積
山 薫） 

201809 日本心理学会第 82回大会 

会議報告 

/口頭発表 

高齢者におけるメタ記憶とソーシャルサ
ポートとの関連―精神的健康度に及ぼす影
響についての検討― 

島内晶・佐藤眞一・西

村昭徳 
201903 日本発達心理学会第 30回大会 

会議報告 

/口頭発表 

【シンポジウム登壇】福祉住環境コーディ

ネーターのこれからを考える 

芳村幸司・吉永美佐
子・佐藤眞一・川瀬健

介・松尾清美・江草典
政 

201903 第 6回福祉住環境サミット 

会議報告 

/口頭発表 

認知症者と共に―認知症の人が幸せに暮ら

すには― 

小川敬之・山川みや

え・大庭輝・佐藤眞一 
201903 第 6回福祉住環境サミット 

解説・総説 老年心理学研究の新展開 佐藤眞一 201807  

解説・総説 
認知症に正しく対処するための 10のケー

ススタディ 
佐藤眞一 201811 

洋泉社 MOOK『認知症と笑顔で暮らす本』 

pp. 28-42. 

解説・総説 高齢者心理学へのいざない 佐藤眞一 201812 
シリーズ心理学と仕事 6 高齢者心理学 

pp. 1-21. 

解説・総説 認知症の「自律」支援 大庭輝・佐藤眞一 201903 
ほんとうのトコロ、認知症ってなに？ 

153-164. 

学術論文 

ホスピス・緩和ケア病棟における患者と家
族間の思いの言語化を支える家族支援─遺
族調査による家族支援と「患者と家族との

良好な関係性」および「ケアの全般的満足
度」との関連性の検討─ 

中里和弘・塩崎麻里
子・平井 啓・森田達

也・多田羅竜平・市原
香織・佐藤眞一・清水 
恵・恒藤 暁・志摩泰

夫・宮下光令 

201806 Palliative Care Research 13(3), 263-271. 

学術論文 

Examination of the effect of preference 

for solitude on subjective well-being and 

developmental change. 

Aya Toyoshima, 

Shinichi Sato 
201807 

Journal of Adult Development Online 

first 

学術論文 

Examination of the effect of preference 

for solitude on subjective well-being and 

developmental change. 

Toyoshima, A. and 

Sato, S. 
201807 Journal of Adult Development 

学術論文 

日常会話式認知機能評価（Conversational 

Assessment of Neurocognitive 

Dysfunction: CANDy）の開発と認知症の
スクリーニング 

佐藤眞一・大庭 輝 201812 介護予防・健康づくり 5, 117-120. 

学術論文 
知恵は発達するか―成人後期における知恵
の機能的側面と構造的側面の検討― 

春日彩花・佐藤眞一・
Masami Takahashi 

201901 心理学評論 61, 384-403. 

学術論文 

情動記憶検索に保持期間が及ぼす影響―高
齢者を対象に顕在記憶指標と潜在記憶指
標を用いた検討― 

上野大介・増本康平・

佐藤眞一・権藤恭之 
201903 生老病死の行動科学 23, 37-44. 

教科書 シリーズ心理学と仕事 6 高齢者心理学 佐藤眞一編著 201812 北大路書房 

教科書 
認知症ケアプログラム―その人らしく過ご
せるように― 

佐藤眞一編 201901 ダスキンライフケア事業部 

 



人間行動学 佐藤 眞一 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

国際会議 

（procあり） 

The age group differences of 

interdependent happiness and 

subjective well-being in Japan. 

Aya TOYOSHIMA 

and Shinichi SATO 
201805 

U.S. - Hong Kong 2018 Conference 

Aging across Time and Contexts 

国際会議 

（procあり） 

Exploring components of wisdom for 

Japanese older adults. 

Kasuga, A., Sato, S., 

and Takahashi, M. 
201806 

The Asian Conference of Aging and 

Gerontology 2018 

国際会議 

（procあり） 

Increased communication to have a 

positive influence on QOL of facility 

users. 

Machiba, A., 

Tokugawa, Y., Oba, H. 

and Sato, S. 

201807 
33rd International Conference of 

Alzheimer’s Disease International 

国際会議 

（procあり） 

Conversational assessment of 

neurocognitive dysfunction. 

Yamamoto, M., 

Tokugawa, Y., Oba, H. 

and Sato, S. 

201807 
33rd International Conference of 

Alzheimer’s Disease International 

国際会議 

（procあり） 

The effect of stress management 

program Aamong dementia care worker. 

Oba, H., Fujita, Y., 

Tokugawa, Y., Sato, S. 

and Narumoto, J. 

201807 
33rd International Conference of 

Alzheimer’s Disease International 

書評 

【書評】斉藤雅茂著『高齢者の社会的孤立

と地域福祉：計量的アプローチによる測
定・評価・予防策』 

佐藤眞一 201810 老年社会科学 40(3), 317 

書評 

【著者による本の紹介】『最新老年心理学

—老年精神医学に求められる心理学とは
ー』 

佐藤眞一 201812 高齢者のケアと行動科学 23, 76. 

翻訳作品 
老爸老媽到底在想什麼?（「老いた親のき
もちがわかる本」台湾版） 

佐藤真一監修 李友君
訳 

201812 大是文化 

 

人間行動学 権藤 恭之 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

超高齢社会における生きがいと健康―就
労・地域参加を考える― 

藤原空美子，安元佐織，
権藤恭之 

201806 日本健康心理学会 第 31回大会 

会議報告 

/口頭発表 
老年社会科学研究のための研究倫理 

権藤恭之，須田木綿子，
松岡千代 

201806 日本老年社会科学会 

会議報告 

/口頭発表 

超高齢者の空間的視点取得能力を測る

──SONIC研究におけるラインマップテ
ストの実施── 

武藤 拓之・権藤 恭

之・稲垣 宏樹・増井 幸
恵, 小川 まどか, 沼田 

恵太郎, 小野口 航, 石

岡 良子, 内芝 綾女, 

田渕 恵 

201809 日本心理学会第 82回大会発表論文集 

会議報告 

/口頭発表 

系列位置曲線の加齢変化に対するモデル
ベースアプローチ──SONIC研究の縦断

データへの SIMPLEモデルの適用── 

武藤 拓之・権藤 恭
之・増井 幸恵・稲垣 宏
樹・中川 威・石岡 良

子・沼田 恵太郎・小野
口 航 

201812 日本基礎心理学会第 37回大会 

解説・総説 心理的加齢と脳の加齢の関係 権藤恭之 201807 
老年精神医学雑誌 第 29巻・第 7号・

742-748頁 

解説・総説 

高齢者の「こころ」と「からだ」の健康に

関する要因の探索―SONIC研究の成果か
ら― 

権藤恭之，SONIC 研究
グループ 

201807 心身医学 第 58巻・第 5号・397-402頁 

解説・総説 百寿者の国際共同研究の目的と成果 権藤恭之 201810 
日本老年医学学会雑誌 第 55巻・第 4号・

570-577頁 

学術論文 Oldest Old 

Daniela S. Jopp, Dario 

S. Spini, Yasuyuki 

Gondo 

201805 
The SAGE Encyclopedia of Lifespan 

Human Development 

学術論文 
老化・長寿に関する疫学研究 健康長寿研

究(SONIC)からの研究 
権藤恭之 201806 

日本臨牀増刊号 老年医学上  200-204

頁 

学術論文 

High plasma adiponectin levels are 

associated with frailty in a general 

old-old population: The 

Septuagenarians, Octogenarians, 

Nonagenarians Investigation with 

Centenarians study. 

Nagasawa M, Takami 

Y, Akasaka H, 

Kabayama M, Maeda 

S, Yokoyama S, 

Fujimoto T, Nozato Y, 

Imaizumi Y, Takeda 

M, Itoh N, Takeya Y, 

Yamamoto K, 

Sugimoto K, 

Nakagawa T, Masui 

Y, Arai Y, Ishizaki T, 

Ikebe K, Gondo Y, 

Kamide K, Rakugi H 

201806 
Geriatrics & gerontology international 

18(6):839-846 

 



論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 

Valuation of life among old and very old 

adults: Comparison between Germany 

and Japan 

Nakagawa, T., Jopp, 

D. S., Gondo, Y., 

Lehrfeld, J., Rott, C., 

Oswald, F. 

201807 Innovation in Aging 2(2), pp. 1-10 

学術論文 生活の質や人生の価値の測定と評価 権藤恭之 201807 
健康心理学の測定法・アセスメント 173

－192頁 

学術論文 

Relationship between 

gerotranscendence and oral 

health-related quality of life. 

Mihara, Y., Matsuda, 

K.I., Hatta, K., Gondo, 

Y., Masui, Y., 

Nakagawa, T., 

Kamide, K., Ishizaki, 

T., Arai, Y., Maeda, Y., 

& Ikebe, K. 

201807 Journal of Oral Rehabilitation 45 

学術論文 

Influence of lack of posterior occlusal 

support on cognitive decline among 

80-year-old Japanese people in a 3-year 

prospective study. 

Hatta K, Ikebe K, 

Gondo Y, Kamide K, 

Masui Y, Inagaki H, 

Nakagawa T, 

Matsuda KI, Ogawa T, 

Inomata C, Takeshita 

H, Mihara Y, 

Fukutake M, 

Kitamura M, 

Murakami S, 

Kabayama M, Ishizaki 

T, Arai Y, Sugimoto K, 

Rakugi H, & Maeda Y. 

201810 
Geriatrics & Gerontology International 

18 

学術論文 

Near and Far Transfer in Cognitive 

Training: A Second-Order Meta- 

Analysis 

Sala, G., Aksayli, N. 

D., Tatlidil, K. S., 

Tatsumi, T., Gondo, 

Y., & Gobet, F. 

201902 Collabra: Psychology 

国際会議 

（procなし） 

Defining successful aging based on the 

oldest-old 

Gondo, Y., Masui, Y., 

Inagaki, H., Ishioka, 

Y., Nakagawa, T., 

Yasumoto, S 

201805 
U.S.-Hong Kong 2018 Conference: Aging 

across Time and Contexts 

国際会議 

（procなし） 

Clinical course of the longest lived man 

in the world 

Nobuyoshi Hirose, 

Ysuyuki Gondo, Saori 

Yasumoto, Yasuhiro 

Saito, Yasumichi Arai, 

Masahiro Yasuhara 

201811 GSA 2018 Annual Scientific Meeting 

 

人間行動学 豊島 彩 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

孤立予備軍の心理特性を予測する尺度の
検討及び居住形態・婚姻関係との関連―日

本語版 Preference for Solitude Scaleの検
討 ― 

豊島彩,佐藤眞一 201806 第 60回日本老年社会科学会大会 

学術論文 

Examination of the effect of preference 

for solitude on subjective well-being and 

developmental change. 

Aya Toyoshima, 

Shinichi Sato 
201807 

Journal of Adult Development Online 

first 

国際会議 

（procあり） 

The age group differences of 

interdependent happiness and 

subjective well-being in Japan. 

Aya TOYOSHIMA 

and Shinichi SATO 
201805 

U.S. - Hong Kong 2018 Conference 

Aging across Time and Contexts 

専門著書 
高齢者心理学：シリーズ心理学と仕事 第 6

巻 第二章 個人・社会 
中原純,豊島彩 201812 北大路書房 

 

人間行動学 三好 恵真子 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 

『アラスカの地に見出されたコスモスの
時空－写真家 星野道夫が問い続けた「人

間と自然の関わり」からの試論－』 

吉成哲平 201903 
大阪大学人間科学研究科三好恵真子研究
室 

会議報告 

/口頭発表 

中国中小都市の生活廃水処理システムに

おける課題と展望：貴州省の事例から市政
公共事業市場化の実情の検証 

黄璇，胡毓瑜，三好恵
真子 

201805 
日本生活学会第 45回総会・公開シンポジ
ウム・研究発表大会 

会議報告 

/口頭発表 

道路空間整備事業に向けての住民参画の

動向からの一考察－泉南市府道樽井停車
場樽井線における事例分析－ 

辻寛，三好恵真子 201805 日本生活学会 第 45回大会 

 



人間行動学 三好 恵真子 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

中国における大気汚染に及ぼす自動車排
ガスの構造的課題と今後の展望 

李欣，胡毓瑜，三好恵
真子 

201805 日本生活学会 第 45回大会 

会議報告 

/口頭発表 

中国における家畜排泄物処理の課題と展
望－ポスト郷土社会における社会関係の
変容からの一考察－ 

張曼青，胡毓瑜，三好

恵真子 
201805 日本生活学会 第 45回大会 

会議報告 

/口頭発表 

中国における大気汚染問題のメディア環
境の考察―1970.1.1～2011.11.30の『人民
日報』の報道を対象として― 

許俊卿，胡毓瑜，三好

恵真子 
201805 日本生活学会 第 45回大会 

会議報告 

/口頭発表 

中国中小都市の生活廃水処理システムに
おける課題と展望－貴州省の事例から市

政公共事業市場化の実情の検証－ 

黄璇，胡毓瑜，三好恵
真子 

201805 日本生活学会 第 45回大会 

会議報告 

/口頭発表 

中国における中古家電のリユース現状か
ら見える課題―大都市と地方都市における

中古家電市場の実態調査を踏まえて― 

董雪晨，胡毓瑜，三好
恵真子 

201805 日本生活学会 第 45回大会 

会議報告 

/口頭発表 

島嶼地域の事例から検討する地域主体の

エネルギートランジションと地域振興の
あり方 

松村悠子，三好恵真子 201805 日本生活学会 第 45回大会 

会議報告 

/口頭発表 

畜産廃棄物メタン発酵消化液に関する農

地還元への展望－中国農村部飼育場にお
ける種々の事例からの考察－ 

張曼青，胡毓瑜，三好
恵真子 

201806 
廃棄物資源循環学会 平成 30年度 春の
研究発表会 

会議報告 

/口頭発表 

中国における家電廃棄物の回収システム
の構築に向けた一考察―地方都市のインフ
ォーマルセクターに対する現地調査を踏

まえて― 

董雪晨，胡毓瑜，三好
恵真子 

201809 
平成 30年度廃棄物資源循環学会研究発表
大会 

解説・総説 

“共進化（Co-evolution）”する研究環境〜
実践志向型地域研究による課題解決の試
み〜(Academic Environment with the 
Interdisciplinary Approach Capable of 
Bringing out the Full Potential of Each 
Individual: Dynamic global-local 
approach to resolving the environmental 
issues) 

三好恵真子 201810 生産と技術 Vol.70, No.4, 33-38 

学術論文 
关于中国地铁高浓度 PM2.5污染现象的分
析 

胡毓瑜，李欣，張曼青，
許俊卿，三好恵真子 

201808 

第十二届國際學術會議“現代中國與東亞新

格局:改革開放 40年的歷史認識論文集 

481−494 

学術論文 
An analysis of high PM2.5 concentration 

air pollution in subway stations in China 

Xin Li, Yuyu Hu and 

Miyoshi, E. 
201812 

IEEE Xplore, International Joint 

Conference on Information, Media and 

Engineering Vol.1, 292-295 

学術論文 
The Cyclic Utilization of Biogas Slurry 

in Incomplete Information Society 

Manqing ZHANG, 

Yuyu Hu and Miyoshi, 

E. 

201812 

IEEE Xplore, International Joint 

Conference on Information, Media and 

Engineering Vol.1, 197-200 

学術論文 

A consideration of media environment 

regarding air pollution problems in 

China: based on the content analysis of 

the reports of ‘‘People’s Daily’’ from 

1970.1.1 to 2011.11.30 

Junqing XU, Yuyu Hu 

and Miyoshi, E. 
201812 

IEEE Xplore, International Joint 

Conference on Information, Media and 

Engineering Vol.1, 211-214 

学術論文 Using Pulse Waves for Self-Cognition 

Yuyu Hu, 

Oyama-Higa, M. and 

Miyoshi, E. 

201812 

IEEE Xplore, International Joint 

Conference on Information, Media and 

Engineering Vol.1, 201-204 

学術論文 人と地域に融和するカフェ空間の本質 
菅野友美子, 三好恵真
子 

201902 New Food Industry Vol.61, No.2 121-137 

学術論文 

The Dynamics of Regions Moving toward 

Energy Self-Sufficiency: Examples of 

100% renewable energy initiatives  

from different regions around the world 

Matsumura, Y., 

Miyoshi, E. 
201903 Osaka Human Sciences Vol.5, in press 

国際会議 

（procあり） 

The Construction of Multi-Actor Biogas 

Utilization under Government 

Operation 

Manqing Zhang, Yuyu 

Hu and Miyoshi, E. 
201806 

Grand Renewable Energy 2018 

(GRE2018) International Conference, 

Advanced Technology Paths to Global 

Sustainability 

国際会議 

（procあり） 

关于中国地铁高浓度 PM2.5污染现象的分
析 

胡毓瑜，李欣，張曼青，
許俊卿，三好恵真子 

201808 
第十二届國際學術會議“現代中國與東亞新
格局:改革開放 40年的歷史認識 

国際会議 

（procあり） 
中国电子废弃物的非正规回收现状及对策 

董雪晨，胡毓瑜，三好

恵真子 
201808 

「現代中国と東アジアの新環境:史料・認

識・会話」 

国際会議 

（procあり） 

The Cyclic Utilization of Biogas Slurry 

in China's Rural Area 

Manqing ZHANG, 

Yuyu Hu and Miyoshi, 

E. 

201810 

5th Global Summit and Expo On 
Pollution Control Conference (OCM for 
Pollution Control Summit- Series 
Conferences) 

国際会議 

（procあり） 

An analysis of high PM2.5 concentration 

air pollution in subway stations in China 

Xin Li, Yuyu Hu and 

Miyoshi, E. 
201812 

International Joint Conference on 

Information, Media and Engineering 

(ICIME2018) 



論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

国際会議 

（procあり） 

The Cyclic Utilization of Biogas Slurry 

in Incomplete Information Society 

Manqing ZHANG, 

Yuyu Hu and Miyoshi, 

E. 

201812 
Manqing ZHANG, Yuyu Hu and 

Miyoshi, E. 

国際会議 

（procあり） 
Using Pulse Waves for Self-Cognition 

Yuyu Hu, 

Oyama-Higa, M. and 

Miyoshi, E. 

201812 

International Joint Conference on 

Information, Media and Engineering 

(ICIME2018) 

国際会議 

（procあり） 

A consideration of media environment 
regarding air pollution problems in 
China: based on the content analysis of 
the reports of ‘‘People’s Daily’’ from 
1970.1.1 to 2011.11.30 

Junqing XU, Yuyu Hu 

and Miyoshi, E. 
201812 

International Joint Conference on 

Information, Media and Engineering 

(ICIME2018) 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 
2018年度 公益財団法人ウシオ財団奨学

生 
張 曼青 201807 公益財団法人 ウシオ財団 

受賞 
全国大学環境活動コンテスト ecocon 2018 
グランプリ(環境大臣賞) 

環境サークルＧＥＣＳ
（顧問：三好恵真子） 

201812 
「全国大学生環境活動コンテスト」
（ecocon） 

 

人間行動学 青野 正二 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

景観と音環境からなる風景の印象評価語

について 
鏡田浩之，青野正二 201812 

日本音響学会関西支部若手研究者交流研

究発表会発表概要集 

会議報告 

/口頭発表 

視聴覚実験に基づく生活空間の望ましさ
の要因構造に関する研究 

峰元良太，青野正二 201812 
日本音響学会関西支部若手研究者交流研
究発表会発表概要集 

学術論文 音を感じる 青野正二 201903 
シリーズ人間科学第 3巻『感じる』 第 3

章 

 

人間行動学 小林 清治 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

中国における生活廃棄物処分の現状及び
問題点 

金吉男、小林清治 201805 生活学会第 45回大会 

 

人間行動学 臼井 伸之介 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

踏切標識のデザインが自動車ドライバー

の行動を変容させる 

上田真由子,和田一成,

臼井伸之介 
201808 日本応用心理学会第 85回大会発表論文集 

会議報告 

/口頭発表 

建設技術者がリスクテイキングへ至る背
景要因に関する研究 

藤本吟藏，森泉慎吾，
臼井伸之介 

201808  

学術論文 
急ぎ・焦りエラーに関する体験型教育の効
果 

森泉慎吾，臼井伸之介，
和田一成，上田真由子 

201810 労働科学 94 

学術論文 

小学生に対する安全教育プログラム「ひな
どり」の開発と実践―学校内での負傷予防
を目指して― 

中井 宏, 岡 真裕美, 

臼井伸之介, 森泉慎吾 
201810 安全教育学研究 17 

学術論文 

医療に係る安全管理のための職員研修に
関する事例報告：研修義務化直後の 6病院

での取り組みを通して 

安達悠子，松本友一郎，
臼井伸之介 

201812 労働科学 94(5)・132-141 

国際会議 

（procなし） 

Preliminary study on the component of 

perceived benefit in risk-taking 

Moriizumi, S., USUI, 

S. 
201806  

 

人間行動学 中井 宏 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

解説・総説 児童の危険回避能力を高める安全教育 中井 宏 201903 交通安全教育 54 

学術論文 

小学生に対する安全教育プログラム「ひな

どり」の開発と実践―学校内での負傷予防
を目指して― 

中井 宏, 岡 真裕美, 

臼井伸之介, 森泉慎吾 
201810 安全教育学研究 17 

 

人間行動学 森泉 慎吾 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 
安全教育研究におけるネガティブデータ
から学ぶ 

森泉慎吾，多田昌裕，
稲葉緑，高橋明子 

201808 
日本応用心理学会第 85回大会自主企画
WS 

会議報告 

/口頭発表 

鍼灸実習時の不安全行動に伴うリスクの
内容に関する調査 

菊地勇哉，森泉慎吾 201806  



人間行動学 森泉 慎吾 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

建設技術者がリスクテイキングへ至る背
景要因に関する研究 

藤本吟藏，森泉慎吾，
臼井伸之介 

201808  

会議報告 

/口頭発表 

安全運転自己診断結果を用いた料金所手
前での不正転回パターン分類 

飯田克弘，井上剛志，
森泉慎吾 

201808  

解説・総説 
交通行動・交通安全に影響を及ぼす心理・

行動特性 
篠原一光,森泉慎吾 201812 交通科学 49,1,1-2 

学術論文 
急ぎ・焦りエラーに関する体験型教育の効

果 

森泉慎吾，臼井伸之介，

和田一成，上田真由子 
201810 労働科学 94 

学術論文 

小学生に対する安全教育プログラム「ひな
どり」の開発と実践―学校内での負傷予防

を目指して― 

中井 宏, 岡 真裕美, 

臼井伸之介, 森泉慎吾 
201810 安全教育学研究 17 

学術論文 
安全運転自己診断結果を用いた料金所手

前での不正転回過程の考察 

飯田克弘, 井上剛志, 

森泉慎吾 
201902 

交通工学論文集（特集号） Vol.5, No.2, 

pp.A_33-A_39 

国際会議 

（procなし） 

Preliminary study on the component of 

perceived benefit in risk-taking 

Moriizumi, S., USUI, 

S. 
201806  

 

５－１－２．行動生態学 

行動生態学 金澤 忠博 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 
他者の目の機能的理解が共同注意の発達

に及ぼす影響 
島藤安奈 201811 日本発達神経科学学会第 7回学術集会 

会議報告 

/口頭発表 

二項関係場面における自閉スペクトラム
症児の視線行動 - アイトラッカーを用い

た検討 

島藤安奈 201805 
第 44回日本コミュニケーション障害学会
学術講演会 

 

行動生態学 上野 将敬 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 
顔の識別能力の発達と可塑性 

上野将敬・山本寛樹・
山田一憲・板倉昭二 

201809 日本心理学会第 82回大会 

解説・総説 
霊長類の行動研究におけるロボットの利

用可能性 
上野 将敬 201804 霊長類研究 

学術論文 
Grooming facilitates huddling formation 

in Japanese macaques 

Masataka Ueno, 

Masayuki Nakamichi 
201806 Behavioral Ecology and Sociobiology 72 

学術論文 

Automatically detecting and tracking 

free‐ranging Japanese macaques in 

video recordings with deep learning and 

particle filters 

Masataka Ueno, 

Hidetaka Hayashi, 

Ryosuke Kabata, 

Kazunori Terada, 

Kazunori Yamada 

201903 Ethology 

書評 書評：松沢哲郎 著『分かちあう心の進化』 上野 将敬 201901 霊長類研究 34 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 学術大会優秀発表賞 上野 将敬 201901 公益社団法人日本心理学会 

 

行動生態学 八十島  安伸 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

扁桃体基底外側核へのムシモール投与が

ラットの味覚性・嗅覚性新奇恐怖の表出に
与える効果 

篠原恵介, 八十島安伸 201806  

会議報告 

/口頭発表 

味覚嗜好性制御とショ糖過剰摂取への消
化管ホルモンの作用 

八十島安伸 201808 
第 36回内分泌代謝学サマーセミナー プ
ログラム・ 講演要旨集 p. 11 

会議報告 

/口頭発表 

食事の順番は風味の好みに影響するの

か？— ラットの条件性風味選好におけ
る「デザート効果」 

篠原恵介, 八十島安伸 201809 食の科学アゴラ 第一回研究会 

会議報告 

/口頭発表 

ラットの風味－栄養条件づけにおける「デ
ザート」効果 

篠原恵介, 泉屋佳奈, 

八十島安伸 
201809 日本心理学会大会 

会議報告 

/口頭発表 

Basolateral amygdala inactivation 

suppresses the taste but not olfactory 

neophobia in rats 

Keisuke Shinohara, 

Yasunobu Yasoshima 
201810 Oral Neuroscience 2018 

会議報告 

/口頭発表 
食べ過ぎと身体・脳・心の対話の不調 八十島安伸 201810 日本咀嚼学会第 29回学術大会 

会議報告 

/口頭発表 

Ventral hippocampus inactivation 

facilitates the attenuation of olfactory 

neophobia in rats 

Keisuke Shinohara, 

Yasunobu Yasoshima 
201903 

9th Federation of the Asian and 

Oceanian Physiological Societies 



行動生態学 篠原 恵介 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

扁桃体基底外側核へのムシモール投与が
ラットの味覚性・嗅覚性新奇恐怖の表出に
与える効果 

篠原恵介, 八十島安伸 201806  

会議報告 

/口頭発表 

食事の順番は風味の好みに影響するの
か？— ラットの条件性風味選好におけ

る「デザート効果」 

篠原恵介, 八十島安伸 201809 食の科学アゴラ 第一回研究会 

会議報告 

/口頭発表 

ラットの風味－栄養条件づけにおける「デ
ザート」効果 

篠原恵介, 泉屋佳奈, 

八十島安伸 
201809 日本心理学会大会 

会議報告 

/口頭発表 

Basolateral amygdala inactivation 

suppresses the taste but not olfactory 

neophobia in rats 

Keisuke Shinohara, 

Yasunobu Yasoshima 
201810 Oral Neuroscience 2018 

会議報告 

/口頭発表 

Ventral hippocampus inactivation 

facilitates the attenuation of olfactory 

neophobia in rats 

Keisuke Shinohara, 

Yasunobu Yasoshima 
201903 

9th Federation of the Asian and 

Oceanian Physiological Societies 

 

行動生態学 足立  浩平 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

非ゼロ要素の下限を制約したスパース主
成分分析 

山本勇気・足立浩平 201805 
日本計算機統計学会第 32回大会講演論文
集 pp. 6-9 

会議報告 

/口頭発表 

Sparse Factor Analysis Using a 

Majorization Algorithm for Providing 

Cardinality Prespecified Loadings 

Jingyu Cai & Kohei 

Adachi 
201806 日本分類学会第 37大会予稿集 43530 

会議報告 

/口頭発表 

Tucker3とParafacの中間モデルのスパー
ス同定 

中島 文・足立浩平 201811 
2018年度日本分類学会シンポジウム予稿
集 pp. 31-34 

会議報告 

/口頭発表 

負荷量の下限を制約するスパース行列因

子分析 
山本勇気・足立浩平 201811 

2018年度日本分類学会シンポジウム予稿

集 pp. 9-12 

会議報告 

/口頭発表 

Sparse Asymmetric Multidimensional 

Scaling:  Penalized Self-Distance 

Unfolding Approaches 

Gaku Tsujii & Kohei 

Adachi 
201811 

日本計算機統計学会第 32回シンポジウム
講演論文集 

学術論文 

Some Mathematical Properties of the 

Matrix Decomposition Solution in Factor 

Analysis 

Kohei Adachi & 

Nickolay T. 

Trendafilov 

201805 
Psychometrika Vol. 83, Issue 2, pp 407–

424 

学術論文 

Sparsest factor analysis for clustering 

variables: A matrix decomposition 

approach 

Kohei Adachi & 

Nickolay T. 

Trendafilov 

201809 
Advances in Data Analysis and 

Classification 12 

学術論文 
Some inequalities contrasting principal 

component and factor analyses solutions 

Kohei Adachi & 

Nickolay T. 

Trendafilov 

201901 
Japanese Journal of Statistics and Data 

Science 

学術論文 
Clustered Common Factor Exploration 

in Factor Analysis 

Kohei Uno, Kohei 

Adachi, & Nickolay, T. 

Trendafilov 

201903 Psychometrika 

学術論文 

Factor Analysis: Latent Variable, Matrix 

Decomposition, and Constrained 

Uniqueness Formulations 

Kohei Adachi 201903 WIREs Computational Statistcs in press 

国際会議 

（procあり） 

A New Factor Analysis Procedure 

Constrained by Layered Simple 

Structure 

Naoto Yamashita, 

Kohei Adachi 
201807 

International Meeting of Psychometric 

Society 2018 

国際会議 

（procあり） 

A Generalization of FA and PCA Which 

Includes Them as Special “Sparse” 

Cases 

Kohei Adachi 201809 
Japanese Joint Statistical Meeting 

(JJSM) 2018 

国際会議 

（procなし） 

A New Factor Analysis Procedure 

Constrained by Layered Simple 

Structure 

Naoto Yamashita & 

Kohei Adachi 
201807 

International Meeting of Psychometric 

Society, 2018 

国際会議 

（procなし） 

Factor Analysis Unmasked by Matrix 

Decomposition Approach 

Kohei Adachi & 

Nickolay T. 

Trendafilov 

201807 
DSSV2018, Data Science, Statistics & 

Visualization 

国際会議 

（procなし） 

Sparse principal component analysis 

with the absolute values of nonzero 

loadings greater than a threshold 

Yuki Yamamoto & 

Kohei Adachi 
201807 

DSSV2018, Data Science, Statistics & 

Visualization 

国際会議 

（procなし） 

Crucial differences between principal 

component and factor analyses solutions 

elucidated by some inequalities 

Kohei Adachi & 

Nickolay T. 

Trendafilov 

201808 COMPSTAT2018 

国際会議 

（procなし） 

Maximum likelihood EM factor analysis 

of high-dimensional data with the 

sparsest constraint on loadings 

Jingyu Cai & Kohei 

Adachi 
201808 COMPSTAT2018 

翻訳作品 統計科学百科事典 足立浩平 201812 丸善出版 



行動生態学 後藤   遼佑 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

霊長類のロコモーションを野外で計測す
る試みー母ニホンザルが行う運搬行動の
運動力学的解析ー 

後藤遼佑、山田一憲、

中野良彦 
201807 霊長類研究 34.suppl.:52. 

会議報告 

/口頭発表 

ヒト、シロテテナガザル、ニホンザル二足
歩行時の体幹回線角度の比較 

木下勇貴、後藤遼佑、
中野良彦 

201807 霊長類研究 34.suppl.:67. 

会議報告 

/口頭発表 

The comparison of hip flexors' function 

at Japanese macaques, white-handed 

gibbon and slow loris. 

SHITARA, T., GOTO, 

R., NAKANO, Y. 
201812 Anthropological Science 126(3):178. 

会議報告 

/口頭発表 

A Comparison of axial rotation of the 

trunk during walking between human, 

white-handed gibbon and Japanese 

macaques. 

KINOSHITA, Y., 

GOTO, R. NAKANO, 

Y., HIRASAKI, E. 

201812 Anthropological Science 126(3):166. 

会議報告 

/口頭発表 

Muscle synergy based-control of bipedal 
walking in Japanese macaques and 
common chimpanzees in comparison 
with that of quadrupedal walking. 

GOTO, R., LARSON, 

S., NAKANO, Y. 
201812 Anthropological Science 126(3):188. 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 
第 72回日本人類学会大会 若手会員大会
発表賞 

後藤遼佑 201810 日本人類学会 

 

行動生態学 中道   正之 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

一般著書 
写真でつづるニホンザルの暮らしと心 ―

岡山・神庭の滝の群れの 60年 
中道正之 201903 大阪大学出版会 

会議報告 

/口頭発表 

Experimental identification of social 

learning mechanisms in a free-ranging 

group of Japanese macaques 

Yu Kaigaishi, 

Kazunori Yamada, 

Masayuki Nakamichi 

201808 第 78回日本動物心理学会大会 

解説・総説 
霊長類におけるオキシトシンと親和的社
会関係 

101. 大西賢治・中道正
之 

201902 細胞 五拾壱: 60-63 

学術論文 
Grooming facilitates huddling formation 

in Japanese macaques 

Masataka Ueno, 

Masayuki Nakamichi 
201806 Behavioral Ecology and Sociobiology 72 

学術論文 

Disability and Dominance Rank in Adult 

Female and Male Japanese Macaques 

(Macaca fuscata). 

102. Turner, S. E., 
Nakamichi, M., 
Nobuhara, T., 
Nobuhara, H., Reader, 
S. M. 

201812 
In: Primate Life Histories, Sex Roles, 

and Adaptability, 133-155 

 

５－１－３．行動系共通 

行動学系共通 上田 真由子 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

不安や失敗観が単純な認知課題における
エラー反応に与える影響 

和田一成,芦高勇気,上
田 真由子 

201808  

会議報告 

/口頭発表 

踏切標識のデザインが自動車ドライバー
の行動を変容させる 

上田真由子,和田一成,

臼井伸之介 
201808 日本応用心理学会第 85回大会発表論文集 

会議報告 

/口頭発表 

緊急事態における個人の行動特性とその
対処法 

上田真由子 201809 日本心理学会第 82回大会発表論文集 

学術論文 

Intervention for regulating sleep wake 

rhythms to prevent sleepiness in 

Japanese train drivers 

Shizuka Nakamura, 

Koichi Fukuma, 

Kazushige 

Wada,Mayuko Ueda, 

Mitsuo Hayashi 

201807 Sleep and Biological Rhythms 16 

学術論文 
急ぎ・焦りエラーに関する体験型教育の効
果 

森泉慎吾・臼井伸之

介・和田一成・上田真
由子 

201811 労働科学 94 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 優秀大会発表賞 上田 真由子 201808 日本応用心理学会 

 

 

 

 



５－１－４．付属比較行動実験施設 

付属実験施設 山田 一憲 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

淡路島ニホンザル集団における多頭毛づ
くろいネットワーク構造の分析 

貝ヶ石優, 山田一憲, 

中道正之 
201807 第 34回日本霊長類学会 

会議報告 

/口頭発表 

勝山ニホンザル集団と淡路島ニホンザル
集団における個体間距離と遊動域の季節
変化 

山田一憲, 後藤遼佑, 

貝ヶ石優, 森光由樹 
201807  

会議報告 

/口頭発表 

霊長類のロコモーションを野外で計測す
る試みー母ニホンザルが行う運搬行動の
運動力学的解析ー 

後藤遼佑、山田一憲、

中野良彦 
201807 霊長類研究 34.suppl.:52. 

会議報告 

/口頭発表 

Foraging strategies in a free-ranging 

group of Japanese monkeys (Macaca 

fuscata) on Awaji Island. 

S. Xu, K. Yamada, M. 

Nakamichi, & M. 

Tomonaga 

201807 第 34回日本霊長類学会 

会議報告 

/口頭発表 

霊長類のロコモーションを野外で計測す
る試み—母ニホンザルが行う運搬行動の

運動力学的解析 

後藤遼佑・山田一憲・
中野良彦 

201807 第 34回日本霊長類学会 

会議報告 

/口頭発表 

マカカ属の寛容性と COMT遺伝子の変異
の関連 

井上英治・小島梨紗・

山田一憲・大西賢治・
中川尚史・村山美穂 

201807 第 34回日本霊長類学会 

会議報告 

/口頭発表 

勝山ニホンザル集団における生後 4カ月

と 12カ月の孤児を成体メスが養子として
育てた事例 

中道正之・大西賢治・
山田一憲 

201807 第 34回日本霊長類学会 

会議報告 

/口頭発表 

深層学習を利用した野生動物検出通知シ
ステムの開発 

山田一憲 201807 

第 2回 SSIサロン：科学技術と地域資源の
コラボレーション～支え合いの仕組みを
考える～, 豊中（大阪大学 社会ソリュー

ションイニシアティブ） 

会議報告 

/口頭発表 

勝山ニホンザル集団と淡路島ニホンザル
集団における個体間距離と遊動域の季節

変化 

山田一憲 201807 第 34回日本霊長類学会 

会議報告 

/口頭発表 

AI技術は霊長類との関わり方を変えるの

か 
山田一憲 201807 第 34回日本霊長類学会 

会議報告 

/口頭発表 

Experimental identification of social 

learning mechanisms in a free-ranging 

group of Japanese macaques 

Yu Kaigaishi, 

Kazunori Yamada, 

Masayuki Nakamichi 

201808 第 78回日本動物心理学会大会 

会議報告 

/口頭発表 

Ordering strategies of three-choice task 

by free-ranging Japanese monkeys 

(Macaca fuscata). 

S. Xu, K. Yamada, M. 

Nakamichi, & M. 

Tomonaga 

201808 第 78回日本動物心理学会大会 

会議報告 

/口頭発表 
顔の識別能力の発達と可塑性 

上野将敬・山本寛樹・

山田一憲・板倉昭二 
201809 日本心理学会第 82回大会 

会議報告 

/口頭発表 
顔の識別能力の発達と可塑性 

上野将敬・山本寛樹・

山田一憲・板倉昭二 
201809 日本心理学会第 82回大会 

会議報告 

/口頭発表 

ニホンザルの寛容性にみられる地域間変
異 

山田一憲 201810 
国立民族学博物館共同利用研究会「文化人
類学を自然化する」 

会議報告 

/口頭発表 
淡路島ニホンザル集団における食物分配 

貝ヶ石優, 山田一憲, 

中道正之 
201811  

会議報告 

/口頭発表 
淡路島ニホンザル集団における食物分配 

貝ヶ石優・山田一憲・
中道正之 

201811 SAGA21 

会議報告 

/口頭発表 

飼育下の顧問マーモセットにおけるヘル

パーの役割 

大西絵奈・中村克樹・
三輪美樹・山田一憲・
中道正之 

201903 
2018年度動物園水族館大学シンポジウム

「悩める動物園・水族館」 

会議報告 

/口頭発表 

ニホンザル集団における高齢個体の社会
的孤立化の再検討 

石川大輝・山田一憲・
中道正之 

201903 日本発達心理学会第 30回大会 

解説・総説 助けるサル、助けないサル 山田一憲 201903 
『助ける』 シリーズ人間科学 2, 渥美公
秀・稲場圭信 (編) 

学術論文 

Temporal adjustment of short calls 

according to a partner during vocal 

turn-taking in Japanese macaques. 

N. Katsu, K. Yamada, 

K. Okanoya, & M. 

Nakamichi 

201902 Current Zoology 65: 99-105 

学術論文 

Automatically detecting and tracking 

free‐ranging Japanese macaques in 

video recordings with deep learning and 

particle filters 

Masataka Ueno, 
Hidetaka Hayashi, 
Ryosuke Kabata, 
Kazunori Terada, 
Kazunori Yamada 

201903 Ethology 

国際会議 

（procなし） 

Temporal adjustment of short calls in 

vocal exchange of Japanese macaques. 

N. Katsu, K. Yamada, 
K. Okanoya, & M. 
Nakamichi 

201804 
Evolang 12th international conferences 

on language evolution. 

国際会議 

（procなし） 

Grooming interactions of adult males 

before and after getting the alpha 

position in a free-ranging group of 

Japanese monkeys (Macaca fusucata) at 

Katsuyama, Japan. 

M. Nakamichi & K. 

Yamada 
201808 

27th International Primatological 

Society Congress. 



論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

国際会議 

（procなし） 

Exchange of short calls facilitates 

affiliative social interactions in a 

free-ranging group of Japanese 

macaques (Macaca fuscata) at 

Arashiyama, Japan. 

N. Katsu, K. Yamada, 

K. Okanoya, & M. 

Nakamichi 

201808 
27th International Primatological 

Society Congress. 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 学術大会優秀発表賞 

上野将敬(連名として、
山本寛樹・山田一憲・
板倉昭二） 

201901 日本心理学会 

 

  



５－２ . 社会学・人間学系 

 

５－２－１．社会環境学 

社会環境学 川端   亮 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

SGI-USAにおける入信過程の図式化 ──

御利益信仰から利他性を身につけるプロ
セス── 

川端 亮 201806 第 69回関西社会学会大会 

会議報告 

/口頭発表 

SGIにおける入信過程の図式化－御利益
信仰から利他性を身につけるプロセス－ 

川端亮 201806 第 69回関西社会学会大会 

会議報告 

/口頭発表 

世界八か国における共通の宗教性と宗教

度：調査の概要と発見 
Akira KAWABATA 201809 宗教研究 92 

学術論文 
Measuring Religious Commonalites: 

Details from Three Internet Surveys 
Akira KAWABATA 201903 

Osaka Human Scienmcies vol. 5, pp. 

185-201 

 

社会環境学 吉川   徹 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

一般著書 
『日本の分断 切り離される非大卒若者

たち』 
吉川徹 201804 光文社 (全 264ページ) 

学術論文 

Work made us what we are: Complexity 

of work, self-directedness of orientation, 

and intellectual flexibility of older US 

and Japanese men 

Sho Fujihara, Toru 

Kikkawa and Carmi 

Schooler 

201804 
Research in Social Stratification and 

Mobility 54 

学術論文 

Are Happiness and Unhappiness Two 

Sides of the Same Coin? An Analysis of 

Happiness and Unhappiness 

Hommerich, Carola 

and Toru KIKKAWA 
201902 Social Science Japan Journal  22 

専門著書 分断社会と若者の今 吉川徹，狭間諒多朗 201903 大阪大学出版会 

 

社会環境学 牟田  和恵 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

一般著書 
ここからセクハラ！アウトがわからない

男、もう我慢しない女 
牟田和恵 201811 集英社 (全部) 

学術論文 
ジェンダー秩序の解体と新しい「家族」の
創造 

牟田和恵 201812 大原社会問題研究所雑誌 722号、pp.3-16 

学術論文 
働く場の権力構造とセクシュアル・ハラス
メント-ＳＨを不可視化させる日本の特性 

牟田和恵 201903 女性労働研究 No.63, pp29-42 

 

社会環境学 辻   大介 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

一般著書 フェイクと憎悪―歪むメディアと民主主義 永田浩三, 辻大介, 他 201806 大月書店 

会議報告 

/口頭発表 

ネット利用による意見・態度の〈分極化〉

を検証する――一般化順序ロジットモデル
を用いた計量分析 

辻大介, 齋藤僚介 201809 日本社会学会第 91回大会 

学術論文 

インターネット利用は人びとの排外意識

を高めるか――操作変数法を用いた因果効
果の推定 

辻大介 201806 ソシオロジ 63 

学術論文 

インターネットでのニュース接触と排外
主義的態度の極性化――日本とアメリカの
比較分析を交えた調査データからの検証 

辻大介, 北村智 201809 情報通信学会誌 36 

辞典 日本語学大辞典 
日本語学会編, 辻大介
他 

201810 東京堂出版 

 

社会環境学 NORTH Scott 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

仕事ストレスに対する産業衛生政策の日
本と台湾における比較研究 2：台湾の課題 

小笠原理恵, 陳宗延, 

劉曦宸, 鄭雅文, ノー

ス・スコット, 大谷順子 

201805 第 91回日本産業衛生学会 

会議報告 

/口頭発表 

"Exploitation - New and Improved!" The 

Rhetoric and Reality of Japan's Work 

Style Reforms 

Scott North 201806 
Society for the Advancement of 

Socio-Economics (SASE) 

書評 
Destiny: The Secret Operations of the 

Yodogō Exiles 
Scott North 201903 Pacific Affairs 



社会環境学 山中   浩司 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

Community Health and Health 

Information Technology: possible 

different futures. 

Hiroshi Yamanaka 201806 第 44回日本保健医療社会学会（星槎大学） 

会議報告 

/口頭発表 
医療における画像技術と社会 山中浩司 201809 

第 91回日本社会学会シンポジウム「イノ
ベーションと医療」 

国際会議 

（procあり） 

Medicalizing or Demedicalizing?: 

Evaluating the Impact of Diagnosis and 

Undiagnosis on Individual Patients' 

Lives 

Hiroshi Yamanaka 201807 
XIX ISA World Congress of Sociology, 

Jul. 15-21. Toronto 

 

社会環境学 斉藤  弥生 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 自立志向の介護と支援技術の展開 斉藤弥生 201804 
日本・スウェーデン交流 150年．足跡と今、
そしてこれから 

学術論文 賀川豊彦とスウェーデン 斉藤弥生 201804 
日本・スウェーデン交流 150年．足跡と今、

そしてこれから 

学術論文 

Marketization policies in different 

contexts: Consequences for home care 

workers in Germany, Japan and 

Sweden. 

Hildegard, Szebehely, 

M., Saito, Y., and 

Ishiguro, N. 

201807 
International Journal of Social Welfare 

27 

学術論文 
協同組合が提供する医療・介護の質：コ・
プロダクションの視点から 

斉藤弥生 201809 
Review and Research：医療福祉生協連理
論誌 43562 

 

社会環境学 遠藤 知子 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 Social Rights and Welfare Chikako Endo 201901 
Encyclopedia of the Philosophy of Law 

and Social Philosophy 

学術論文 

Creating a common world through 

action: what participation in community 

activities means to older people 

Chikako Endo 201812 Ageing & Society 

学術論文 
「生涯現役社会」の推進にみる社会福祉の
再編 

遠藤知子 201902 大阪大学大学院人間科学研究科紀要 45 

国際会議 

（procなし） 

Re-commodifying old age? The impact of 

'Life-long active society' in Japan 
Chikako Endo 201807 

15th East Asian Social Policy Research 

Network Conference 

国際会議 

（procなし） 

Filling the care gap? the case of older 

people's participation in a healthcare 

cooperative 

Chikako Endo 201809 
International Conference on Social 

Enterprise in Asia 

 

５－２－２．社会学系共通 

社会学系共通 鈴木 彩加 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

専門著書 

Researching Far-Right Movements: 

Ethics, Methodologies, and Qualitative 

Inquiries 

Toscano, Emanuele 201902 

Routledge (Chapter7. Uncustomary 

Sisterhood: Feminist Research in 

Japanese Conservative Movements) 

 

社会学系共通 野島 那津子 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 
「探求の語り」再考 : 病気を「受け入れて
いない」線維筋痛症患者の語りを通して 

野島 那津子 201806 
社会学評論 = Japanese sociological 

review 69 

学術論文 

「論争中の病」の当事者の語りにみる希望

と生物医学 : 筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症
候群と線維筋痛症の事例から 

野島 那津子 201806 
年報科学・技術・社会 = Japanese journal 

for science, technology & society 27 

 

 

 

 

 



５－２－３．基礎人間学 

基礎人間科学 村上  靖彦 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 
訪問看護について語るときに私たちの語
ること 

村上靖彦、藤田愛 201901 医学界新聞 3307 

その他 

児童虐待を再生産する組織について 『ス
ポットライト』(2015年アメリカ、監督ト
ム・マッカーシー）をめぐって 

村上靖彦 201902 
子どもの虐待とネグレクト 20(3), 

334-338 

会議報告 

/口頭発表 

大阪市西成区を中心としてみた地域の子
育て支援の「図」 

村上靖彦 201808 
地域で支える子どもの回復ネットワーク 
第 4回 

会議報告 

/口頭発表 
西成における虐待へのとりくみ 村上靖彦 201808 臨床実践の現象学会 第 4回大会 

会議報告 

/口頭発表 

大阪市西成区を中心としてみた地域の子

育て支援と TIC 
村上靖彦 201812 子ども虐待防止学会 

会議報告 

/口頭発表 

大阪市西成区を中心としてみた地域の子

育て支援 
村上靖彦 201903  

会議報告 

/口頭発表 

看護師の ICU経験から出発して看護を考
える 

村上靖彦 201903 集中治療医学会 

学術論文 
システム改革の黒子としての CNS がん
看護専門看護師春木さん 

村上靖彦 201804 看護研究 51, 2, 167-172 

学術論文 

想像を超えたところからやってくる出来
事がもつ力をうけとめる 急性・重症患者
看護専門看護師 比田井理恵さん 

村上靖彦 201806 看護研究 51, 3, 269-274 

学術論文 
場と変化を支えるーーにしなり☆こども
食堂における母親支援を例にして 

村上靖彦 201806 精神療法 44,3,329-334 

学術論文 

Phenomenological Analysis of a 

Japanese Professional Caregiver 

Specialized in Patients with 

Amyotrophic Lateral Sclerosis 

yasuhiko murakami 201807 Neuroethics 2018, 1-11 

学術論文 

「意思決定を支援するって簡単に使えな

い言葉だな」 がん看護専門看護師 本間
織重さん 

村上靖彦 201808 看護研究 52, 5, 503-508 

学術論文 

「私が入りたいのは風呂おけじゃなくて

棺おけです」 老人看護専門看護師山下由
香さん 

村上靖彦 201810  

学術論文 

実践としての作品・作品としての実践 現
象学的な質的研究、ベルクソン、支援者の
実践 

村上靖彦 201811 哲学雑誌 132, 804/805, 194-208 

学術論文 
「立場を異にする者同士のかかわりの質
的記述」をめぐって」 

村上靖彦 201811 質的心理学フォーラム 10, 76-79 

学術論文 
糖尿病の悲しいからだ 慢性疾患看護専
門看護師米田昭子さん 

村上靖彦 201812 看護研究 51, 7, 703-708 

学術論文 現象学をベルクソン化する 村上靖彦 201812 
ベルクソン『物質と記憶』を再起動する 

81-96 

学術論文 
支援者は生存を肯定し、変化を促す触媒と

なる 
村上靖彦 201903 シリーズ人間科学 2「助ける」 

学術論文 
哲学と質的研究――現象学的な質的研究の
役割と位置づけについて 

村上靖彦 201903 人間科学研究科紀要 45,1-18 

国際会議 

（procなし） 

L’imagination pratique comme sens se 

faisant extériorisé – Richir et la 

recherche qualitative phénoménologique 

Yasuhiko Murakami 201903 1er Congres international Marc Richir 

専門著書 在宅無限大 訪問看護師がみた生と死 村上靖彦 201812 医学書院 

 

基礎人間科学 SCHWENTKER Wolfgang 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

書評 Japan in der Ära Abe Wolfgang Schwentker 201812 Fachbuchjournal 6 

 

基礎人間科学 野尻 英一 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 
未来の記憶——哲学の起源とヘーゲルの
構想力についての断章 

野尻 英一 201808  

その他 哲学の戦場 

那須 政玄, 野尻 英一, 

加藤 直克, 中尾 健二, 

高橋 明彦, 三浦 仁士, 

唐澤 太輔, 相川 翼 

201808 行人社 



 

基礎人間科学 中川   敏 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 Nationalism of Absence Satoshi Nakagawa 201901 
国立民族学博物館 Vol  43 no. 3 

275--283 

 

基礎人間科学 白川 千尋 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 「医療と文化」 白川千尋 201804 
桑山敬己・綾部真雄編，『詳論 文化人類
学』，ミネルヴァ書房，pp.162-176 

学術論文 

「治療師としてのふさわしさ－ヴァヌア
ツ・トンゴア島の伝統医療と担い手の関
係」 

白川千尋 201902 
川田牧人・白川千尋・関一敏編，『呪者の

肖像』，臨川書店，pp.159-213 

学術論文 

「グローバル支援の時代におけるボラン
ティア－青年海外協力隊の『コミュニティ

開発』ボランティアをめぐって」 

白川千尋 201903 
『国立民族学博物館研究報告』 

43(4):703-727 

専門著書 『呪者の肖像』 
川田牧人・白川千尋・
関一敏編 

201902 臨川書店 

 

基礎人間科学 森田  敦郎 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

一般著書 

The World Multiple: The Quotidian 

Politics of Knowing and Generating 

Entangled Worlds 

Keiichi Omura, Grant 

Jun Otsuki, Shiho 

Satsuka, Atsuro 

Morita 

201811 London: Routledge 

一般著書 

Introduction. In Omura, K., G. Otsuki, 

A. Morita, and S. Satsuka(eds). The 

World Multiple: The Quotidian Politics 

of Knowing and Generating Entangled 

Worlds. 

Morita, Atsuro 201811 London: Routledge (43482) 

一般著書 

Afterword. In Omura, K., G. Otsuki, A. 

Morita, and S. Satsuka(eds). The World 

Multiple: The Quotidian Politics of 

Knowing and Generating Entangled 

Worlds. 

Morita, Atsuro 201811 London: Routledge (250-255) 

会議報告 

/口頭発表 

Being Affected by Sinking Deltas: 

Changing Landscapes, Resilience, and 

Complex Adaptive Systems in the 

Scientific Story of the Anthropocene. 

Morita, Atsuro and 

Wakana Suzuki 
201812 

RIHN 13th International Symposium: 

Humanities on the Ground, Confronting 

the Anthropocene in Asia. 

会議報告 

/口頭発表 

Multispecies Infrastructure: Entangled 

Landscape and Engineering 

Interventions in the Chao Phraya Delta, 

Thailand. 

Morita, Atsuro 201901 

International Workshop Climate and 

Water in Southeast Asia: From 

Technological and Historical 

Perspectives. 

学術論文 

Being Affected by Sinking Deltas: 

Changing Landscapes, Resilience, and 

Complex Adaptive Systems in the 

Scientific Story of the Anthropocene. 

Morita, Atsuro and 

Wakana Suzuki 
201903 Current Anthropology 60 

 

  



５－３ . 教育学系 

 

５－３－１．臨床教育学 

臨床教育学 藤川   信夫 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

研究討議 人間をめぐる問いのゆくえー

霊長類学、人類学、教育哲学の接点を探る 
研究討議に関する総括的報告 

藤川信夫、田中智志 201805 教育哲学研究 Vol.117, 25-30 

学術論文 すれちがいの人間形成論 教育的関係の解釈学 201903  

書評 
自著紹介 藤川信夫（編著）『人生の調律
師たち－動的ドラマトゥルギーの展開』 

藤川信夫 201809 近代教育フォーラム 27 

 

臨床教育学 岡部 美香 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

一般著書 食べる シリーズ人間科学１ 
八十島安伸・中道正之
ほか 

201804 大阪大学出版会 

会議報告 

/口頭発表 

『継承』の場が、より以上の記憶空間にな
る可能性――『集団自決』の記憶を遺すチ
ビチリガマの継承実践から 

髙橋舞、金城実、知花

昌一、岡部美香 
201809 教育思想史学会 第 28回大会 コロキウム 

会議報告 

/口頭発表 

教育研究における東アジアのポジショナ

リティ 

岡部美香、古波蔵香、
上林梓、Lin, R.-J. V., 

Bhang, J. 

201809 教育思想史学会 第 28回大会 コロキウム 

会議報告 

/口頭発表 

「共生」と「継承」の間、あるいは「継承」
と「共生」の間 

髙橋舞、金正美、花崎
皋平、岡部美香 

201810 
教育哲学会 第 61回大会 ラウンドテーブ
ル 

会議報告 

/口頭発表 

The Educational Implications of 

Analogical Thinking: Historical Review 

of Analogy in Education. 

Okabe, M., Muroi, R., 

Sugita, H., 
201812 

Philosophy of Education Society of 

Australasia Conference 2018 

会議報告 

/口頭発表 
Nature, Art, and Education in East Asia 

Hung, R., Kato, M., 

Okabe, M., Kwak, 

D.-J. 

201812 
Philosophy of Education Society of 

Australasia Conference 2018 

会議報告 

/口頭発表 

Leading the Field, Leading Societies: A 

Global View of Philosophy of Education 

Jackson, L., Roberts, 

P., Hytten, K., Hung, 

R., Okabe, M. 

201812 
Philosophy of Education Society of 

Australasia Conference 2018 

学術論文 

教育哲学は〈災害と厄災の記憶〉にいかに

向き合うのか――『災害と厄災の記憶を伝
える』が提起しえたこと／しえなかったこ
と 

小野文生、山名淳、矢

野智司、岡部美香、池
田華子、生澤繁樹、平
田仁胤 

201805 教育哲学研究 117 

学術論文 
流れる時間のただなかで歴史解釈をずら
す（司会コメント論文） 

岡部美香 201809 近代教育フォーラム 27 

学術論文 〈共生知〉としての他者の記憶の継承 
岡部美香、金正美、花
崎皋平、髙橋舞 

201903 
大阪大学教育学年報（大阪大学人間科学研
究科教育学系） 24，pp.3-17 

国際会議 

（procあり） 

Pathos and Philosophy of Education: For 

the Patho-logical Turn of Education 

Ono, F., Okabe, M., 

Nishimura, T 
201808 

16th International Network of 

Philosophers of Education Conference 

2018 

翻訳作品 

Dewey, J. (1929). The Quest for 

Certainty: A Study of the Relation of 

Knowledge and Action.（ジョン・デュ

ーイ(2018).『確実性の探求――知識と行為
の関係についての研究』（デューイ著作
集・第Ⅰ期・全 8巻中 第 4巻（哲学 4）） 

Dewey, J. , 田中智志

（総監修・解題）、田
中智志・岡部美香・古
屋恵太・高柳充利（編

集）、加賀裕郎（訳） 

201809 東京大学出版会 

 

臨床教育学 西森 年寿 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 
教育技术研究的创新与变革——第六届技
术促进教育变革国际会议评析 

李哲,西森年寿,张海,刘
炬红 

201810 数字教育 22 

学術論文 

多人数授業におけるグループワークの運
営を支援するグループウェアの開発と評

価 

西森年寿,加藤浩,八重
樫文,望月俊男,安藤拓

生,奥林泰一郎 

201812 日本教育工学会論文誌 42 

 

臨床教育学 藤岡 淳子 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

学校教員の性加害リスク・セルフチェック

質問紙作成の試み 

今井由樹子, 藤岡淳子, 

奥田剛士 
201812  



臨床教育学 野坂 祐子 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

解説・総説 
子どもの性暴力被害に気づくには―学校生
活や性教育のなかでのさまざまなサイン 

野坂祐子 201806 女も男も 

解説・総説 子どもへの性暴力の特徴 野坂祐子 201807 児童心理 

解説・総説 性被害の影響と被害児へのケア 野坂祐子 201808 児童心理 

解説・総説 性問題行動の理解と加害児への支援 野坂祐子 201809 児童心理 

解説・総説 性暴力からの回復と予防に向けて 野坂祐子 201810 児童心理 

学術論文 
「ウィルス」としてのトラウマ―発達への
影響 

野坂祐子 201805 こころの科学 

学術論文 
日々の生活を支えるかかわり―「安全な体
験」を積み重ねる 

野坂祐子 201807 こころの科学 

学術論文 

危機介入とコンサルテーション～児童養
護施設内での子どもの性問題行動への対
応 

野坂祐子 201808 家族心理学年報 35 

学術論文 トラウマにまつわるよくある誤解 野坂祐子 201809 こころの科学 

学術論文 
組織の安全―なぜ「パンドラの箱」に怯え
るのか 

野坂祐子 201811 こころの科学 

学術論文 
公衆衛生としてのトラウマインフォーム
ド・ケア 

野坂祐子 201901 こころの科学 

学術論文 加害者のトラウマを扱う 野坂祐子 201903 こころの科学 

教科書 子ども家庭支援の心理学 野坂祐子 201903 中央法規 (151-162) 

専門著書 生活のなかの発達 外山 紀子他 201903 新曜社 (151-166) 

 

臨床教育学 三宮 真智子 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

一般著書 
メタ認知で＜学ぶ力＞を高める：認知心理
学が解き明かす効果的学習法 

三宮真智子 201809 北大路書房 

会議報告 

/口頭発表 

Sense of Coherence と多面的楽観性の関
係 

磯和 壮太朗,三宮 真
智子 

201806 
日本健康心理学会第 31回大会発表論文集 

28 

会議報告 

/口頭発表 

Sense of Coherence と多面的楽観性の関
係 

磯和壮太郎，三宮真智
子 

201806 
日本健康心理学会第 31回大会発表論文集 

31 

会議報告 

/口頭発表 

子どもの話を聞く場面における教師の習
慣的態度が教師の効力感及びワーク・エン
ゲイジメントに与える影響 

中尾朋子,山口洋介,三

宮真智子 
201809 日本心理学会第 82回大会発表論文集 949 

会議報告 

/口頭発表 

「子供の話を聞く場面における教師の習
慣的態度」に関する質問項目の作成 

中尾朋子,山口洋介,三
宮真智子 

201809 
日本教育心理学会第 60回総会発表論文集 

709 

会議報告 

/口頭発表 
アドバイスの口頭産出と筆記産出の比較 

真下 知子・三宮 真
智子 

201809 日本教育心理学会第 60回総会 

会議報告 

/口頭発表 

教師志望学生の教師観と大学に求める授

業 
増田優子，三宮真智子 201809 日本教育心理学会第 60回大会論文集 

会議報告 

/口頭発表 

思考プロセスに関する言語報告手法の収

集および体系化 
山口洋介,三宮真智子 201809 日本心理学会第 82回大会発表論文集 9 

会議報告 

/口頭発表 

Sense of Coherence と抑うつの影響関係
の検討——3時点のデ—タを用いた探索的

検討—— 

磯和 壮太朗,三宮 真
智子 

201810 関西心理学会第 130回大会発表論文集 28 

解説・総説 
ママのためのぷち心理学「ほめ言葉の魔

法」 
三宮真智子 201806 Happy-Note 夏号 Vol.55,47 

解説・総説 AI時代に必要な「学び」とは何か 三宮真智子 201807 児童心理 72 

解説・総説 
ママのためのぷち心理学「尋ね方で判断が
変わる？」 

三宮真智子 201809 Happy-Note  秋号 Vol.56,67 

学術論文 
Sense of Coherence は仮想的有能感を含
有するのか 

磯和 壮太朗,三宮 真
智子 

201811 パーソナリティ研究 27(2), 152-154. 

学術論文 
Sense of Coherence は仮想的有能感を含
有するのか 

磯和壮太郎，三宮真智
子 

201811 パーソナリティ研究 27 

学術論文 

大学生の Sense of Coherence が抑うつ
と主観的幸福感に及ぼす影響に対する自
発的な自己観の好ましさによる媒介効果

の検討 

磯和 壮太朗,野口 直
樹,三宮 真智子 

201902 
Journal of Health Psychology Research 

31(2), 155-164. 

学術論文 
メンタライジング研究の教育への応用可
能性 

増田優子，三宮真智子 201902 大阪大学大学院人間科学研究科紀要 45 

学術論文 
ビデオを介したコミュニケーションにお
いてあいづちの種類が発想に及ぼす効果 

三宮真智子,藤原伸彦,

山口洋介 
201903 大阪大学教育学年報 24 

学術論文 
Sense of Coherence と自発的自己観及び
自発的世界観との関係 

磯和 壮太朗,野口 直
樹,三宮 真智子 

201903 大阪大学教育学年報 24 



論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 
アドバイス表現が受け手に及ぼす影響に
関する研究の動向と課題 

真下 知子・三宮 真
智子 

201903 大阪大学大学院人間科学研究科紀要 44 

教科書 公認心理師のための説明実践の心理学 三宮真智子 201811 ナカニシヤ出版 

 

臨床教育学 山口 洋介 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

「子供の話を聞く場面における教師の習
慣的態度」に関する質問項目の作成 

中尾朋子,山口洋介,三
宮真智子 

201809 
日本教育心理学会第 60回総会発表論文集 

709 

会議報告 

/口頭発表 

子どもの話を聞く場面における教師の習
慣的態度が教師の効力感及びワーク・エン
ゲイジメントに与える影響 

中尾朋子,山口洋介,三

宮真智子 
201809 日本心理学会第 82回大会発表論文集 949 

会議報告 

/口頭発表 

思考プロセスに関する言語報告手法の収
集および体系化 

山口洋介,三宮真智子 201809 日本心理学会第 82回大会発表論文集 9 

学術論文 
ビデオを介したコミュニケーションにお
いてあいづちの種類が発想に及ぼす効果 

三宮真智子,藤原伸彦,

山口洋介 
201903 大阪大学教育学年報 24 

 

臨床教育学 井村 修 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

生体情報端末を利用した筋強直性ジスト
ロフィー（DM1）患者の健康管理プログラ

ムの開発 

井村修、藤野陽生 201811 
日本リハビリテイション心理学会発表論
文集 

学術論文 

Cognitive impairment and quality of life 

in patients with myotonic dystrophy 

type 1. 

Fujino H, Shingaki H, 

Suwazono S, Ueda Y, 

Wada C, Nakayama T, 

Takahashi MP, Imura 

O, Matsumura T 

201805 Muscle & nerve 57 

学術論文 

Cognitive impairment and quality of life 

in patients with myotonic dystrophy 

type 1. 

Fujino, H., Shingaki, 

H., Suwazono, S., 

Ueda, Y., Wada, C., 

Nakayama, T., 

Takahashi, M., Imura, 

O., & Matsumura, T 

201805 Muscle & Nerve in press 

学術論文 

Autism spectrum disorders are 

prevalent among patients with 

dystrophinopathies 

Fujino, H., Saito, T., 

Matsumura, T., 

Shibata, S., Iwata, Y., 

Fujimura, H., & 

Imura, O. 

201807 
Neurological Sciences  39(7), 1279–

1282. 

 

臨床教育学 老松 克博 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 巻頭言「大盈若冲」 老松克博 201809 臨床ユング心理学研究 4 

その他 
ゾシモスから夢見の術を盗み取る（ユング

著『ゾシモスのヴィジョン』所収） 
老松克博 201810 竜王文庫 (116-136) 

その他 
ユングとゾシモス（ユング著『ゾシモスの
ヴィジョン』所収） 

老松克博 201810 竜王文庫 (43539) 

専門著書 

第５章 ユング派の描画療法――アクティ
ヴ・イマジネーションの一形式としての描

画，高橋依子・牧瀬英幹編『描画療法入門』 

老松克博，今井晥弌 201808 誠信書房 (98-113) 

専門著書 
心と身体のあいだ―ユング派の類心的イマ
ジネーションが開く視界 

老松克博 201901 大阪大学出版会 

翻訳作品 
「ゾシモスのヴィジョン―古代ギリシアの
錬金術師による夢見の指南書」（翻訳） 

C. G. Jung 201810 竜王文庫 

 

臨床教育学 野村 晴夫 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

Collaborative supervision of one-time 

telephone counseling in Japanese EAP. 
Haruo Nomura 201809 

13th European Academy of 

Occupational Health Psychology 

Conference. 

学術論文 
EAPにおける電話相談の課題と問題意
識：異なるスーパーヴィジョンからの接近 

野村晴夫，望月香織，

中嶋真美，中山真弓，
関川美佳 

201812 心理臨床学研究 36(5),512-522 

学術論文 
The client’s narrative and pluralism in  

psychotherapy 
Haruo Nomura 201903 Osaka Human Sciences 5 



論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

辞典 質的心理学事典 日本質的心理学会 201811 新曜社 

専門著書 
公認心理師の基礎と実践第 4巻心理学研
究法 

村井潤一郎・藤川麗編 201808 
遠見書房 (第 8章面接法の基礎 pp.95-108 

第 9章面接法の実際 pp.109-119) 

 

臨床教育学 佐々木 淳 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

「死後残したいもの」を青年が想起する意
義: PAC分析による検討 

田中和輝・佐々木淳 201809 
日本心理臨床学会第 37回大会（大阪大学）
発表論文集 

会議報告 

/口頭発表 

心理面接におけるセラピストの自己開示
に関する介入方針―クライエントの期待と
セラピストの実際の応答との差異から― 

鈴木  孝, 佐々木  淳 201809 
日本カウンセリング学会第 51回大会発表

論文集 

会議報告 

/口頭発表 

大学生の睡眠習慣を特徴づける行動とそ
の行動に対する態度：両価性に着目して 

高林伸樹・佐々木淳 201810 
日本認知・行動療法学会第 44回大会発表
論文集 

会議報告 

/口頭発表 

抑うつ症状に対するコーピング・レパート
リーの奏功機序の解明：ネットワーク分析
による解析 

宗田卓史・佐々木淳 201810 
日本認知・行動療法学会第 44回大会発表

論文集 

会議報告 

/口頭発表 

攻撃の機能と形式に着目した新たな攻撃
性尺度の開発 

尾崎瑞・谷冬彦・佐々
木淳 

201811 
日本認知療法・認知行動療法学会第 18回
大会発表論文集 

学術論文 
第４章「食べる」ことは「こころ」を映す: 

心理療法から拒食と過食を考える. 
竹田剛・佐々木淳 201804 シリーズ人間科学１巻『食べる』  79-99 

学術論文 

The Effect of Enumeration of 

Self-relevant Words on Self-focused 

Attention and Repetitive Negative 

Thoughts 

Muranaka, S., & 

Sasaki, J. 
201805 Frontiers in Psychology 9 

学術論文 

The relationships between pain 

catastrophizing subcomponents and core 

outcome domains in Japanese 

outpatients with chronic pain: A 

cross-sectional study 

Adachi, T., Nakae, A., 

Maruo, T., Shi, K., 

Maeda, L., Saitoh, Y., 

Shibata, M., and 

Sasaki, J. 

201901 Pain Practice 19, 1, 27-36. 

国際会議 

（procなし） 

Cultural shaping of explanatory models: 

Lay beliefs about mental illness in 

Japan 

Sunohara, M., Sasaki, 

J, Yamaguchi, S., 

Kogo, S., & Ryder, A. 

G. 

201807 

24th Congress of the International 

Association for Cross-Cultural 

Psychology 

国際会議 

（procなし） 

Cross-Cultural Survey Evaluation: 

Differential Item Functioning and 

Cognitive Interviewing Analysis in 

Japanese and English Versions of a 

Social Anxiety Questionnaire 

Sunohara, M., Sasaki, 

J., Hebert, E., Sasaki, 

K., Zhou, B., 

Kirmayer, L. J., & 

Ryder, A. G. 

201808 

Mixed Methods International Research 

Association International Conference 

2018. Vienna, Austria. 

国際会議 

（procなし） 

Japanese validation of the 

Multidimensional Pain Readiness to 

Change Questionnaire 2 

Adachi, T., Ogawa, M., 

Sunohara, M., 

Enomoto, K., Fujita, 

Y., Mizuno, Y., Miki, 

K., Yukioka, M., 

Maeda, L., Ito, K., 

Nishiwaki, Y., 

Iwashita, N., 

Kitagawa, H., Sasaki, 

J., and Fukui, S. 

201809 
17th World Congress ON PAIN®, 

Boston, United States. 

国際会議 

（procなし） 

Cultural shaping of explanatory models: 

Lay beliefs about mental illness in 

Japan and Canada 

Sunohara, M., Sasaki, 

J, Yamaguchi, S., 

Kogo, S., & Ryder, A. 

G. 

201901 

6th Annual Conference for Center for 

Clinical and Health Research, 

Department of Psychology, Concordia 

University, Montréal, Québec, Canada. 

書評 
心の治療における感情：科学から臨床実践

へ 
佐々木淳 201810 精神療法 44 

 

５－３－２．教育環境学 

教育環境学 近藤   博之 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

専門著書 
現代日本における階層化の諸相（金子勇編

『変動のマクロ社会学』第 4章） 
近藤博之 201901 ミネルヴァ書房 (161-187) 

 

 

 



 

教育環境学 中澤  渉 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 
親の子育て戦略と教育達成 中澤渉 201903 

2018年度東京大学社会科学研究所二次分
析研究会報告会 

解説・総説 
執筆ノート『日本の公教育－学力・コス
ト・民主主義』 

中澤渉 201806 三田評論 

解説・総説 
『教育と社会階層』を問う－教育の社会科

学的実証分析 
中澤渉 201809 UP 47 

学術論文 

Japanese Public Education: A 

Comparative Perspective of Attitudes 

toward Educational Inequality 

Wataru NAKAZAWA 201808 

Japanese Education in a Global Age: 

Sociological Reflection and Future 

Directions 13-33 

学術論文 

教育政策・教育実践とエビデンス・ベース

ド・ポリシー：教育現場における調査のあ
り方を考える 

中澤 渉, 倉石一郎 201809 社会と調査 21 

学術論文 
公教育費政策の現状と課題―歴史的経緯と
日本人の意識に着目して 

中澤渉 201811 季刊 個人金融 2018秋 

学術論文 教育費の家庭依存を支える日本人の意識 中澤渉 201903 
佐々木宏・鳥山まどか編『教える・学ぶ－

教育に何ができるか』明石書店 

専門著書 
教育と社会階層: ESSM全国調査からみた

学歴・学校・格差 

中村高康・平沢和司・

荒牧草平・中澤渉 
201807 東京大学出版会 (87-105) 

専門著書 
教育と社会階層－ESSM全国調査からみ
た学歴・学校・格差 

中村高康, 平沢和司, 

荒牧草平, 中澤渉（編） 
201807 東京大学出版会 (87-105) 

専門著書 
Akiyoshi Yonezawa et al. eds. Japanese 

Education in a Global Age 
中澤 渉 201808 Springer (13-33) 

専門著書 教える・学ぶ－教育に何ができるか 中澤 渉 201903 明石書店 (176-196) 

 

教育環境学 小野田 正利 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 教育小六法２０１９（平成 31年版） 

市川須美子，小野田正
利，勝野正章，窪田眞

二，中嶋哲彦，成嶋隆 

201901 学陽書房 

一般著書 

責任編集『季刊教育法』（特集：いじめ重

大事態の「第三者調査委員会」ーその現状
と今後のあり方 

小野田正利 201806 エイデル研究所 (43578) 

 

教育環境学 園山 大祐 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 
フランスの社会階層と進路選択 : 学校制
度からの排除と自己選抜のメカニズム 

園山 大祐, 田川 千尋, 

Orange Sophie, 

Frouillou Leïla, 

Truong Fabien, Bodin 

Romuald, Chauvel 

Séverine, 

Cayouette-Remblière 

Joanie, Palheta Ugo, 

Poullaouec Tristan, 

Zaffran Joël, 

Deauvieau Jérôme, 

Millet Mathias, 

Croizet Jean-Claude, 

村上 一基, Beaud 

Stéphane, Moguérou 

Laure, Santelli 

Emmanuelle, Kakpo 

Nathalie, Ichou 

Mathieu, 渡辺 一敏, 

荒井 文雄 

201804 勁草書房 

学術論文 
フランスにおける教育の大衆化と学校選
択 

園山大祐 201810 日本教育行政学会年報 44号、191-194 

翻訳作品 現代フランスにおける移民の子孫たち 園山大祐，村上一基 201902 明石書店 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 大阪大学賞教育貢献部門 園山大祐 201811 大阪大学 

 



教育環境学 木村 涼子 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

大正昭和初期に於ける通俗小説の社会的
位置：加藤武雄に注目して 

木村涼子 201807 メディア史研究会での口頭発表 

解説・総説 
家庭教育支援法案がもたらすものー国家
と個人の関係を考える 

木村涼子 201804 ウェブマガジン・イミダス 

解説・総説 

国家が「あるべき家庭像」を押しつける 

「家庭教育支援法案」から見える戦前の社
会 

木村涼子 201804 季刊 社会運動 430号 154-169頁 

解説・総説 
「改正」教育基本法と家庭教育新法案の密
接な関係 

木村涼子 201806 『女も男も』  No.131 4-9頁 

学術論文 「家族」と国家の管理統制 木村涼子 201809 生活経済政策 260号 6−10頁 

専門著書 
『近代日本博覧会集成 5 子ども・家庭・

婦人博覧会』解説 
木村涼子 201807 国書刊行会 (解説論文 全 42頁) 

 

教育環境学 髙田  一宏 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

関西における学校経営参加をめぐる研究
課題 

髙田一宏 201805 教育行財政研究 第 45号 

学術論文 
教育とソーシャルワークの接点―子どもの

人権保障の観点から― 
髙田一宏 201804 『教育文化学年報』 第 13号 

書評 書評・『子どもの貧困対策と教育支援』 髙田一宏 201805 教育行財政研究 第 45号 

専門著書 
ウェルビーイングを実現する学力保障―教

育と福祉の橋渡しを考える― 
髙田一宏 201902 大阪大学出版会 

 

教育環境学 中村  瑛仁 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 
教育フィールドワークの到達点：理論・調

査法・研究知見の観点から 

間山広朗,中村瑛仁,伊
藤秀樹,小野奈生子,紅
林伸幸 

201811 教育社会学研究 103 

専門著書 
新自由主義的な教育改革と学校文化―大阪
の改革に関する批判的教育研究 

濱元伸彦,原田琢也,前
馬優策,中村瑛仁 

201812 明石書店 

 

５－３－３．教育学系共通 

教育学系共通 藤根 雅之 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 

オルタナティブスクール・フリースクール 

研究に関する文献検討—オルタナティブ

教育研究が位置づく知識構造と社会運動
としての捉え直し— 

藤根雅之 201903 大阪大学教育学年報 35735 

大学・研究所 

等の報告 

オルタナティブスクール・フリースクール

と学校教育の連携—現状把握と活動状況
との関連の分析— 

藤根雅之 201903 教育科学セミナリー 50 

 

  



５－４ . 共生学系 

 

５－４－１．未来共生学 

未来共生学 檜垣   立哉 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 
競馬実況における「賭け」 杉本清・元関

西テレビアナウンサーを囲んで 

杉本清・植島啓司・坂

井直樹・檜垣立哉 
201808 セミオトポス１３ 13号 45-61 

会議報告 

/口頭発表 
ドゥルーズとパース 連続性と記号 檜垣立哉 201806 アメリカ哲学フォーラム 

会議報告 

/口頭発表 

The Concept of the “Continuum of 

Discontinuities” in the Later Works of 

Kitarō Nishida 

Higaki Tatsuya 201809 ヨーロッパ日本哲学ネットワーク 

解説・総説 多読こそが必須である 檜垣立哉 201804 
大阪大学書評対決 ブックコレクション 

巻頭言 ２０１７年度下半期 

解説・総説 哲学のバロック 大陸哲学 檜垣立哉 201804 
現代思想 特集現代思想の３１６冊 ブ
ックガイド２０１８ 46 

解説・総説 
Forum Introduction: The Theme of the 

‘Island’ in Deleuze 
HIGAKI,Tatsuya 201805 Deleuze and Guattari Studies 12 

解説・総説 賭博の論理・賭博の現場 檜垣立哉 201808 
賭博の記号論 叢書セミオトポス１３ 13

号 14-17 

学術論文 Japan as Thousand Plateaus HIGAKI,Tatsuya 201805 Deleuze and Guattari Studies 12 

学術論文 

助けることの哲学 災禍は避けられない
し助けることは常に失敗する、では何をな
すべきか 

檜垣立哉 201903 シリーズ人間科学２ 『助ける』 43546 

国際会議 

（procなし） 
食の過去と未来 檜垣立哉 201805 日本記号学会第３８回大会 

専門著書 『食べることの哲学』 檜垣立哉 201804 世界思想社 

専門著書 『ドゥルーズの２１世紀』 
檜垣立哉・小泉義之・
合田正人編 

201901 河出書房新社 (307-329.493-496) 

 

未来共生学 稲場  圭信 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

一般著書 『シリーズ人間科学２ 助ける』 渥美公秀・稲場圭信 201903 大阪大学出版 

会議報告 

/口頭発表 

SGI-USAにおける入信過程の図式化 ──

御利益信仰から利他性を身につけるプロ

セス── 

川端 亮 201806 第 69回関西社会学会大会 

会議報告 

/口頭発表 
生きる歩みの伴走者：仏教の利他主義 稲場圭信 201807 ともしび 2018年 7月号 

会議報告 

/口頭発表 

Social Capital and the Role of Religion in 

Reconstruction after Disaster 

Keishin Inaba, 

Kyoungsun PARK & 

Wenjie WANG 

201808 
The 80th Association for the Sociology of 

Religion Annual Conference 

会議報告 

/口頭発表 

東京都内宗教施設の災害時協力の可能性―

「東京都内宗教施設における平常時・災害

時受け入れ体制調査」に基づく分析― 

稲場圭信,沈一擎 201812 災害と共生研究会 

解説・総説 時事評論：艱難辛苦に共感する力必要 稲場圭信 201805 中外日報 2018年 5月 11日号 

解説・総説 時事評論：大都市の地震、見えない被害 稲場圭信 201807 中外日報 2018年７月１３日号 

解説・総説 
「時事評論：宗教者の災害ボランティア 

目立たぬが確実に力を発揮 
稲場圭信 201808 中外日報 2018年 8月 31日号 

解説・総説 防災への取り組み 稲場圭信 201808 佼成 2018年 9月号 

解説・総説 地域に生きる寺院の災害時協力 稲場圭信 201808 だいうん 2018年８月 1日号 

解説・総説 
対談：大規模災害を見据え、寺院はどう備

えるべきか 
稲場圭信・新倉典生 201810 全仏 

解説・総説 
「時事評論：助けに関わる宗救の機能 地

域に新しいつながりを生む] 
稲場圭信 201810 中外日報 2018年 10 月 26 日号 

解説・総説 
「時事評論：宗教施設の災害時協力 行政
と連携の仕組み作りを」 

稲場圭信 201902 中外日報 2019年 2 月 8 日号 

学術論文 

Cooperation between Religious People 

and Social Actors during the Kumamoto 

Earthquake 

Keishin INABA 201804 大阪大学大学院人間科学研究科紀要 44 

学術論文 

地域における寺院の社会貢献 : 熊本県宇
城市豊野町の光照寺の防災・復興活動を事

例に 

朴景善,王文潔,孫雪瑩,

稲場圭信 
201804 宗教と社会貢献 8 

学術論文 
宗教の社会貢献：宗教的利他主義の実践と

共生社会の模索 
稲場圭信 201812 

池澤優編『政治化する宗教、宗教化する政

治：世界編Ⅱ』 



論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 助ける宗教：ご利益と救いを考える 稲場圭信 201903 シリーズ人間科学２ 助ける 

大学・研究所 

等の報告 
災害時における宗教の関わりを考える 稲場圭信 201903 SSI年次報告書 2018 

 

未来共生学 志水  宏吉 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

学力格差の形成過程と学校の取り組み ―

二つの異なる社会経済背景を持つ中学校
区の低学力層の比較から― 

若槻健,知念渉,伊藤駿,

伊藤莉央,数実浩佑,川

畑和久,中村誠吾,西徳
宏,志水宏吉 

201809 日本教育社会学会第 70回大会 

 

未来共生学 千葉 泉 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 Let's sing マチカネ・ワニ・ソング 千葉 泉 201812 HandaiWalker 2ページ 

大学・研究所 

等の報告 
音楽を感じる 千葉 泉 201903 シリーズ人間科学 第３巻、239-267頁 

 

未来共生学 渥美  公秀 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

解説・総説 
「地域コミュニティ」、「防災力」、「イ
ンクルーシブ」 

渥美公秀 201804 21世紀ひょうご 24 

学術論文 

Simulating disaster volunteerism in 

Japan: "Pay It Forward" as a strategy 

for extending the post-disaster altruistic 

community 

Daimon, H., Atsumi, 

T. 
201807 Natural Hazards Online First 1-15 

学術論文 被災写真による「語りえないこと」の恢復 宮前良平, 渥美公秀 201808 実験社会心理学研究 58 

学術論文 

The generative power of metaphor: 

Long-term action research into the 

recovery from disaster of survivors in a 

small village 

Atsumi, T., Seki, Y. 

Yamaguchi, H. 
201811  

国際会議 

（procあり） 

Discovery of everyday lives for the 

future recovery: a case study of 

'Picturescue' 

Ryohei Miyamae, 

Tomohide Atsumi 
201804 

The 2018 Annual Meeting of Society for 

Applied Anthropology 

国際会議 

（procあり） 

Restoration of the Place Identity: from a 

perspective of `Picturescue` 

Ryohei Miyamae, 

Tomohide Atsumi 
201804 

The 2018 Annual Meeting of American 

Association of Geographers 

国際会議 

（procあり） 

Discovery of everyday lives for the 

future recovery: a case study of 

'Picturescue' 

Ryohei Miyamae, 

Tomohide Atsumi 
201804 

The 2018 Annual Meeting of Society for 

Applied Anthropology 

国際会議 

（procあり） 

Restoration of the Place Identity: from a 

perspective of `Picturescue` 

Ryohei Miyamae, 

Tomohide Atsumi 
201804 

The 2018 Annual Meeting of American 

Association of Geographers 

国際会議 

（procなし） 

“Pay-it-forward” among post-disaster 

communities in Japan 

Daimon Hiroaki, 

Atsumi Tomohide 
201804 The Society for Applied Anthropology 

専門著書 人間科学叢書 第 2巻 「助ける」 渥美公秀,稲場圭信 201903 大阪大学出版会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



未来共生学 山本べバリー・アン 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

Patient Involvement… Or Not? Analysis 

of ‘Patient Involvement’ statements in 

clinical trial publications in The BMJ 

Anne Clare 

Wadsworth BA (Hons) 

DipM, Lauri Arnstein 

MA MBBS, Thomas 

Gegeny MS ELS 

MWC, Rachel Jones 

MRPharmS, Arabella 

Sargent BSc,  

Antonio Ciaglia PhD, 

Richard Stephens MA, 

Beverley Yamamoto 

PhD, Karen L. 

Woolley BHMS Ed 

Hons PhD CMPP 

201804 
14th Annual Meeting of Medical 

Publicaction Professionals 

会議報告 

/口頭発表 

Patient Involvement in Preparing 

Clinical Research  Peer-Reviewed 

Publications or Results Summaries:  A 

Systematic Review 

Karen L. Woolley,a-c 

Anne Clare 

Wadsworth,d 

Kawaldip Sehmi,e 

Beverley 

Yamamoto,f-h Richard 

Stephens,i,j Lauri 

Arnstein,k Rachel 

Jones,l Arabella 

Sargent,m Thomas 

Gegenyn 

201804  

会議報告 

/口頭発表 

Creating a space for young people and 

professionals in Secondary schools in 

England and Japan to confidentially and 

safely discuss issues around sexuality 

and sexual health 

Yamamoto Beverly 

Anne, Kitano,N 
201809  

学術論文 

Lessons learned from founding a rare 

disease patient organization for 

hereditary angioedema in Japan: 

moving from a paternalistic to a 

power-sharing model of the 

physician-patient relationship 

Yamamoto Beverley 

Anne,Naomi Kitano 
201804 

European Journal for Person Centered 

Healthcare 2018 Vol 6 Issue 4 588-592 

学術論文 

Internationalization of Japanese higher 

education: Incremental change in a 

dynamic global environment 

Yamamoto, Beverley 

Anne 
201808 

Japanese education in a global age: 

Sociological reflections and future 

directions XIV, 306 

学術論文 
Introduction: Japanese education in a 

global age 

Yonezawa, Akiyoshi, 

Kitamura, Yuto, 

Yamamoto, Beverley 

Anne, Tokunaga 

Tomoko 

201808 

Japanese education in a global age: 

Sociological reflections and future 

directions XIV, 306 

学術論文 

Associations between childhood 

experiences of parental corporal 

punishment and neglectful parenting 

and undergraduate students’ 

endorsement of corporal punishment as 

an acceptable parenting strategy 

Kitano N, Kouichi 

Yoshimasu, 

Yamamoto, B.A. 

Nakamura Y 

201810 PLoS ONE PLoS ONE 13(10): e0206243 

学術論文 
Romantic and sexual intimacy before 

and beyond marriage 

Laura Dales and 

Beverley Yamamoto 
201810 

Intimate Japan: Ethnographies of 

closeness and conflict xii, 270 

学術論文 
Youth sexuality under the spotlight in a 

super-aged society with too few children 

Yamamoto Beverley 

Anne 
201810 

Being young in super-aging Japan: 

Formative events and cultural reactions 

230 

学術論文 

Writing retreats for Japanese 

second-language graduate students: 

Beyond the language deficit model 

Rowena 

Murray ,Beverley 

Anne Yamamoto 

201903 
Journal of Academic Language & 

Learning  Vol. 13, No. 1, 2019, A1-A14 

専門著書 

Japanese education in a global age: 

Sociological reflections and future 

directions 

Yonezawa, Akiyoshi, 

Kitamura, Yuto, 

Yamamoto, Beverley 

Anne, Tokunaga 

Tomoko 

201808 Springer (XIV, 306) 

 

 

 



グローバル共生学 澤村 信英 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

マダガスカル農村部における初等・中等教
育の現状と課題―就学から就業への移行に
着目して― 

澤村信英・ファナンテ
ナナ リアナスア アン
ドリアリニアイナ 

201805 
日本アフリカ学会 第 55回学術大会（北

海道大学） 

会議報告 

/口頭発表 

ウガンダ北部南スーダン難民居住地にお
ける初等・中等教育の実情―国境を接する

地域特性に着目して― 

澤村信英 201806 日本比較教育学会第 54回大会（広島大学） 

会議報告 

/口頭発表 

ケニアのカリキュラム改革の進捗と課題―

低学費私立初等学校の対応― 
澤村信英 201810 

アフリカ教育研究フォーラム第 22回大会
（福井大学） 

会議報告 

/口頭発表 

Redefining the role of education in the 

agricultural area of Madagascar: How do 

parents consider their children’s school 

to work path? 

Andriariniaina, F. R., 

Sawamura, N 
201811  

解説・総説 開発と教育（国際開発学事典） 澤村信英 201811 国際開発学事典 166-167頁 

学術論文 

ウガンダ北部南スーダン難民居住地の生

活と学校―開発志向の難民政策下における
教育提供― 

坂上勝基・清水彩花・
澤村信英 

201805 アフリカレポート 56号・43-55頁 

学術論文 

生徒の視点からみた難民開発援助と学校
教育―ウガンダ北部の南スーダン難民居住
地を事例として― 

清水彩花、坂上勝基、

澤村信英、内海成治 
201811 国際開発研究 27巻・2号・105-121頁 

学術論文 

マダガスカル農村部における子どもの就
学から就業への軌跡―生徒の志望と就職機
会に着目して 

ファナンテナナ・リア
ナスア・アンドリアリ
ニアイナ、澤村信英 

201901 

発展途上国の困難な状況にある子どもの
教育―難民・障害・貧困をめぐるフィール
ド研究 326-347頁 

学術論文 

ケニアの非正規市街地における無認可私
立学校の運営実態とその特質―ナイロビ・

キベラスラムの初等学校を事例として 

澤村信英 201901 

発展途上国の困難な状況にある子どもの
教育―難民・障害・貧困をめぐるフィール

ド研究 305-325頁 

学術論文 
インド北部ラダック地方のチベット難民
学校の特徴と役割―歴史的分析と将来展望 

森五郎、澤村信英 201901 

発展途上国の困難な状況にある子どもの
教育―難民・障害・貧困をめぐるフィール

ド研究 18-36頁 

専門著書 

発展途上国の困難な状況にある子どもの

教育―難民・障害・貧困をめぐるフィール
ド研究 

澤村信英（編） 201901 明石書店 

 

グローバル共生学 杉田 映理 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

一般著書 
「インクルーシブな開発」『国際開発学事
典』 

国際開発学会 201811 丸善出版 (500-501) 

一般著書 「参加型開発協力」『国際開発学事典』 国際開発学会 201811 丸善出版 (494-495) 

一般著書 
「国境を越えて助けることとは」 『助け
る』シリーズ人間科学 2 

渥美公秀，稲場圭信 編 201903 大阪大学出版会 

 

グローバル共生学 藤目 ゆき 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

解説・総説 特集趣旨 朝鮮戦争捕虜問題を考える 藤目ゆき 201807 アジア現代女性史 12号 

学術論文 
坂信弥 : 鹿屋に占領軍「慰安」施設の原型
をつくった内務官僚 

藤目ゆき 201807 アジア現代女性史 12号 

学術論文 
上海総領事館警察による日中戦争下の「特
種婦女」統制 

藤目ゆき 201807 アジア現代女性史 12号 

書評 

日本婦人問題資料集成 全一〇巻 : 第一波
フェミニズムの遺産を継承する第二波フ
ェミニズム 

藤目ゆき 201806  

 

グローバル共生学 大谷 順子 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

仕事ストレスに対する産業衛生政策の日
本と台湾における比較研究 2：台湾の課題 

小笠原理恵, 陳宗延, 

劉曦宸, 鄭雅文, ノー

ス・スコット, 大谷順子 

201805 第 91回日本産業衛生学会 

解説・総説 エイズ・マラリア・結核 大谷順子 201811 国際開発学事典 5: 154-155 

国際会議 

（procあり） 

Comparative analysis of Italy and 

Japan: consequences of earthquakes to 

super-ageing societies 

Junko Otani, 

Giovanni Lamura, 

Valerio Valeriani, 

Jing Li, Renato De 

Leone 

201807 

XIX ISA World Congress of Sociology, 

RC39, Sociology of Disaster, Toronto, 

Canada 



論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

国際会議 

（procあり） 

Impacts of the Sichuan Earthquake in 

China on generations and gender across 

Yixuan CHEN, Xin 

GAO, Yongheng YOU, 

Jianxin ZHANG and 

Junko OTANI 

201807 

XIX ISA World Congress of Sociology, 

RC39, Sociology of Disaster, Toronto, 

Canada 

国際会議 

（procあり） 

Comparison of Occupational Physicians 

Roles between Japan and Taiwan 

Rie Ogasawara, 

Ya-wen Cheng, 

Chung-Yen Chen, 

Hsi-Chen Liu, Junko 

Otani 

201810 

Association of Pacific Rim Universities 

(APRU) the 12th Global Health 

Conference, University of Malaya 

国際会議 

（procあり） 

Disaster preparedness in the ageing 

society: Ten years on from the 2008 

Sichuan Earthquake 

Yixuan CHEN, Xin 

GAO, and Junko 

OTANI 

201810 

Association of Pacific Rim Universities 

(APRU) the 14th Multi-Hazards 

Symposium, Australian National 

University (ANU) 

国際会議 

（procなし） 

Comparison of Early Childhood 

Development Policy in Hong Kong and 

Osaka 

大谷順子, Nakano 

Lynne Y. 
201903 

日本国際保健医療学会 第 37回西日本地
方会 

国際会議 

（procなし） 

バングラデシュにおける移動健診システ
ムのビジネスモデル構築 

大谷 順子, 大杉 卓三, 

アハメッド・アシㇽ 
201903 

日本国際保健医療学会 第 37回西日本地
方会 

国際会議 

（procなし） 

Taking a child to conduct fieldwork: 

Challenges for female researchers’ 

mental health and well-being 

大谷順子, Lam Lai 

Ming Christie 
201903 

日本国際保健医療学会 第 37回西日本地
方会 

辞典 
「エイズ・マラリア・結核」『国際開発学
事典』国際開発学会（編） 

大谷順子 201811 丸善出版 

 

グローバル共生学 河森 正人 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 「地域研究とディシプリン」 河森 正人 201902 『アジア太平洋論叢』 21号、121-124頁 

学術論文 
「『小さな共同性』の＜再＞前景化につい
て」 

河森 正人 201903 
『大阪大学大学院人間科学研究科紀要』 

45号、111-125頁 

 

グローバル共生学 栗本 英世 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 繰り返される強制的移動と開発 栗本英世 201903 移動する人々 

学術論文 調査研究の中立性から「かかわりあい」へ 栗本英世 201903 助ける 

 

グローバル共生学 MOHACSI Gergely 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 
共に比べる——岩手県野田村〜トロント
市の往復 5年間をもとに 

モハーチ ゲルゲイ 201903 未来共生学 

国際会議 

（procあり） 

The Pharmaceutical Garden: 

Experimenting with medicinal plants in 

Vietnam and Japan 

Mohácsi Gergely 201812 
Conference Proceedings ANAIS, 18th 

IUAES Congress, Florianópolis, 2018 

国際会議 

（procなし） 

Anthropologies of science and technology 

in Japan 

Mohácsi Gergely, Miki 

Namba, Grant Otsuki, 

Yoko Taguchi, Ishii 

Miho, Shuhei Kimura, 

Moe Nakazora 

201809 

STS Across Borders exhibition at the 

International Conference of 4S Annual 

Meeting 

 

５－４－３．共生学系共通 

共生学系共通 木村 友美 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 

Association between objectively 

measured chewing ability and frailty: A 

cross-sectional study in central 

Thailand. 

Iwasaki M, Kimura Y, 

Sasiwongsaroj K, 

Kettratad-Pruksapong 

M, Suksudaj S, 

Ishimoto Y, Chang 

NY, Sakamoto R, 

Matsubayashi K, 

Songpaisan Y, 

Miyazaki H 

201806 
Geriatrics & gerontology international 

18 

  



５－５. 学系外 

 

５－５－１．未来共創センター 
附属未来共創 

センター 
岡田 千あき 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

カンボジアにおけるスポーツを通じた貧
困削減（１）－ホームレスワールドカップ

の事例から－ 

岡田千あき 201806 日本運動・スポーツ科学学会第 25回大会 

会議報告 

/口頭発表 

Sport for Poverty Reduction by an 

Organization in Cambodia: The 

Homeless World Cup 

Chiaki Okada 201807 
9th International Conference on Sport 

and Society 

会議報告 

/口頭発表 

The trial of poverty reduction through 

sport: The Homeless World Cup, 
Chiaki Okada 201809 

6th International Conference on 

Sustainable Development 

解説・総説 ‘Sport for Development’ in Japan Chiaki Okada 201807 Journal of Sport for Development 6 

解説・総説 開発とスポーツ 岡田千あき 201809 国際開発学辞典 

学術論文 
スポーツを手段とする貧困削減への取り

組み（２）‐カンボジアの事例からー 
岡田千あき 201903 大阪大学大学院人間科学研究科紀要 45 

 

附属未来共創 

センター 
中野   良彦 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

霊長類のロコモーションを野外で計測す

る試みー母ニホンザルが行う運搬行動の
運動力学的解析ー 

後藤遼佑、山田一憲、
中野良彦 

201807 霊長類研究 34.suppl.:52. 

会議報告 

/口頭発表 

ヒト、シロテテナガザル、ニホンザル二足
歩行時の体幹回線角度の比較 

木下勇貴、後藤遼佑、
中野良彦 

201807 霊長類研究 34.suppl.:67. 

会議報告 

/口頭発表 
チンパンジーに「利き足」はあるか？ 中野 良彦 201807 霊長類研究  34.suppl.:69-70. 

会議報告 

/口頭発表 

Rivisiting the femoral morphology of 

Nacholapithecus kerioi. 
PINA, M. et al. 201812 Anthropological Science 126(3):188. 

会議報告 

/口頭発表 

The comparison of hip flexors' function 

at Japanese macaques, white-handed 

gibbon and slow loris. 

SHITARA, T., GOTO, 

R., NAKANO, Y. 
201812 Anthropological Science 126(3):178. 

会議報告 

/口頭発表 

Body mass sexual dimorphism of 

Nacholapithecus, a middle Miocene 

hominoid from Africa. 

KIKUCHI, Y. et al. 201812 Anthropological Science 126(3):172. 

会議報告 

/口頭発表 

A Comparison of axial rotation of the 

trunk during walking between human, 

white-handed gibbon and Japanese 

macaques. 

KINOSHITA, Y., 

GOTO, R. NAKANO, 

Y., HIRASAKI, E. 

201812 Anthropological Science 126(3):166. 

会議報告 

/口頭発表 

Muscle synergy based-control of bipedal 

walking in Japanese macaques and 

common chimpanzees in comparison 

with that of quadrupedal walking. 

GOTO, R., LARSON, 

S., NAKANO, Y. 
201812 Anthropological Science 126(3):188. 

学術論文 

Sexual dimorphism of body size in an 

African fossil ape, Nacholapithecus 

kerioi 

Yasuhiro Kikuchi a, *, 
Masato Nakatsukasa 
b, Hiroshi Tsujikawa 
c, Yoshihiko Nakano 
d, Yutaka Kunimatsu 
e, Naomichi Ogihara f, 
Daisuke Shimizu g, 
Tomo Takano h, Hideo 
Nakaya i, Yoshihiro 
Sawada j, Hidemi 
Ishida k 

201808 Journal of Human Evolution 123 

学術論文 

Forelimb long bones of Nacholapithecus 

(KNM-BG 35250) from the middle 

Miocene in Nachola, northern Kenya. 

TOMO TAKANO, 

MASATO 

NAKATSUKASA, 

YUTAKA 

KUNIMATSU, 

YOSHIHIKO 

NAKANO, 

NAOMICHI 

OGIHARA, HIDEMI 

ISHIDA 

201812 Anthropological Science 126(3):135-149 

受賞 賞名 受賞者名 受賞年月 主催団体名 

受賞 
第 72回日本人類学会大会 若手会員大会
発表賞 

後藤遼佑 201810 日本人類学会 



附属未来共創 
センター 

孫 美幸 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 

ケアリングの視点を取り入れた多文化共
生教育 学びの環境が厳しい子どもたち
とともに 

孫 美幸 201903 ホリスティック教育/ケア研究 第 22号 

一般著書 
シリーズ人間科学『感じる』「異文化を感
じる」 

孫 美幸 201903 大阪大学出版会 

会議報告 

/口頭発表 

沖縄の民話における「異人」たちと「多文
化共生」日本社会における多文化共生教育
への示唆 

孫  美幸 201806 日本国際理解教育学会第 28回研究大会 

書評 
書評 関根明伸著「韓国道徳科教育の研
究」（東北大学出版会） 

孫 美幸 201806 図書新聞 3355号 

書評 

書評 成田喜一郎著「実践と理論を架橋・
往還する「珠玉」のコンテンツ/スキルへの
誘い 子どもと教師の学びの拡張と深化

をもたらす」（全国学校図書館協議会） 

孫 美幸 201903 ホリスティック教育/ケア研究 第 22号 

受賞 第 3回咲耶出版大賞 特別賞 孫 美幸 201809 
咲耶会（大阪大学外国語学部・大阪外国語

大学同窓会） 

 

附属未来共創 
センター 

狭間 諒多朗 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

専門著書 分断社会と若者の今 吉川徹，狭間諒多朗 201903 大阪大学出版会 

 

５－５－２．国際交流室 

 

５－５－３．学生支援室 

学生支援室 前馬 優策 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

専門著書 
新自由主義的な教育改革と学校文化―大阪
の改革に関する批判的教育研究 

濱元伸彦,原田琢也,前
馬優策,中村瑛仁 

201812 明石書店 

 

５－５－４．サイバーメディア室 
サイバー 

メディア室 
ZAORSKI Spence 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 
远程虚拟教学空间：“超镜”的日本教育实践
与应用 

辻岡圭子,李哲,竹中喜
一,Spence Zaorski,张

海 

201804 中国信息技术教育 

 

サイバー 

メディア室 
宮本 友介 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

大学・研究所 

等の報告 
「世直し」ノオト（２０１８年度・夏） 池田 光穂 他 201902 CO* Design 

 

５－５－５．評価資料室 

評価資料室 小林 卓也 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

その他 ドゥルーズの 21世紀 小林卓也 201901 河出書房新社 (pp. 121-140.) 

学術論文 
『差異と反復』におけるトリガーとしての

問いの存在論 
小林卓也 201901 ドゥルーズの 21世紀 

 

５－５－６．公認心理士プログラム運営室 
公認心理師プロ

グラム運営室 
平井 啓 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

専門著書 医療現場の行動経済学 大竹文雄, 平井啓 201807 東洋経済新報社 



 

５－５－６．ユネスコチェア設立準備委員会 
ユネスコチェア
設立準備委員会 

小笠原 理恵 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

会議報告 

/口頭発表 

仕事ストレスに対する産業衛生政策の日
本と台湾における比較研究 2：台湾の課題 

小笠原理恵, 陳宗延, 

劉曦宸, 鄭雅文, ノー
ス・スコット, 大谷順子 

201805 第 91回日本産業衛生学会 

国際会議 

（procあり） 

Comparison of Occupational Physicians 

Roles between Japan and Taiwan 

Rie Ogasawara, 

Ya-wen Cheng, 

Chung-Yen Chen, 

Hsi-Chen Liu, Junko 

Otani 

201810 

Association of Pacific Rim Universities 

(APRU) the 12th Global Health 

Conference, University of Malaya 

専門著書 

多文化共生の医療社会学 中国帰国者の

語りから考える日本のマイノリティ・ヘル
ス 

小笠原理恵 201901 大阪大学出版会 

 

５－５－８．学部英語コース人間科学コース特任教員 
Ｇ３０ LAM Laiming 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

国際会議 

（procなし） 

Taking a child to conduct fieldwork: 

Challenges for female researchers’ 

mental health and well-being 

大谷順子, Lam Lai 

Ming Christie 
201903 

日本国際保健医療学会 第 37回西日本地
方会 

 

Ｇ３０ CAVALIERE Paola 

論文分類 書名／論文タイトル 著者名 発行年月 掲載誌巻号頁／会議・大会名 

学術論文 
現在日本宗教における女性リーダーシッ

プ ― 真如苑の事例から ― 
Cavaliere Paola 201804 

大阪大学大学院人間科学研究科紀要 44; 

261-275 

学術論文 
Women in Japanese Buddhism: 

Nichiren 
CAVALIERE PAOLA 201811 

Encyclopaedia of Women and World 

Religions: Faith and Culture across 

History 

学術論文 Women in Zen Buddhism CAVALIERE PAOLA 201811 

Encyclopaedia of Women and World 

Religions: Faith and Culture across 

History 

学術論文 Women in Japanese New Religions CAVALIERE PAOLA 201811 

Encyclopaedia of Women and World 

Religions: Faith and Culture across 

History 

学術論文 Women Foundress: Tenrikyo CAVALIERE PAOLA 201811 

Encyclopaedia of Women and World 

Religions: Faith and Culture across 

History 

学術論文 

Mothers and moral activists: observing 

women in religious informal 

volunteering in Japan 

Cavaliere Paola 201812 Journal of Religions in Japan93-125 

学術論文 

Female leadership in Japanese 

contemporary religious organizations: 

The case of Shinnyoen 

Cavaliere Paola 201903 Osaka Human Sciences 

 


